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平成 22 年

行財政

　創造と挑戦
２

まちの話題

　オロチ／雲月山写真集／越知町交流 ほか
14

防災・きたひろネット

　防災最前線／工期延長についてほか
16

保健・福祉・子育て

　健康通信
18

お知らせ

　介護保険料／浄化槽／求人情報 ほか
19

高原からの花便り

　さりげなく春を装う ウスギヨウラク
24

　６年間の集大成として、大太鼓の要を務める６年生。素速いばちさばきが

要求される小節でも、遅れないよう無心に小太鼓を打つ１年生。迫力の舞台

を演じるのは、大塚小学校全校児童11人と卒業した中学生13人。21年の伝

統を持つ「大塚少年太鼓」は、地域住民をはじめ多くの人々の心に響いてき

た。この春、学校が統廃合による休校となったが、３月24日の「休校を惜しむ

会」の舞台が、継続へ向けての新たな出発点となった。

新たな舞台へ　　　　　　　　　　  大塚少年太鼓
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３
月
定
例
町
議
会
へ
平
成
22
年
度
の

当
初
予
算
を
提
出
す
る
に
当
た
り
、
そ

の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
町
政
運
営
に
対
し
ま
す
私
の
基

本
的
な
考
え
方
を
申
し
述
べ
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

◎
国
の
地
方
財
政
対
策

　

平
成
21
年
度
の
わ
が
国
の
経
済
は
、

失
業
率
が
高
水
準
で
推
移
す
る
な
ど
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
物
価
動
向
は
緩
や

か
な
が
ら
デ
フ
レ
状
況
に
あ
る
と
見
ら

れ
、
国
内
総
生
産
の
成
長
率
も
や
や
改

善
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
２
年
連
続
で

の
マ
イ
ナ
ス
成
長
が
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
。
平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
、
世

界
経
済
の
緩
や
か
な
回
復
が
見
込
ま

れ
、
わ
が
国
経
済
も
回
復
に
転
ず
る
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
雇
用
情
勢
の

一
層
の
悪
化
、
デ
フ
レ
圧
力
の
高
ま
り

に
よ
る
需
要
低
迷
、
あ
る
い
は
為
替
市

場
の
動
向
な
ど
、
リ
ス
ク
要
因
も
あ
り
、

依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

歴
史
的
と
も
い
う
べ
き
政
権
交
代
を

経
て
誕
生
し
た
新
政
権
は
、「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
の
理
念
の
も
と
、

「
子
ど
も
手
当
」、
「
高
校
授
業
料
無
料

化
」、
「
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
」

な
ど
新
し
い
政
策
を
打
ち
出
さ
れ 

、

政
治
的
意
思
決
定
の
仕
組
み
に
つ
い
て

も
根
本
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

う
し
た
改
革
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
と

も
い
え
、
具
体
的
な
改
革
の
実
現
に
つ

い
て
地
方
分
権
の
立
場
か
ら
も
懸
念
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
、
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
国
の
地
方
財
政
対
策

を
見
ま
す
と
、
地
方
交
付
税
が
出
口

ベ
ー
ス
で
１
兆
１
千
億
円
増
額
さ
れ
、

総
額
16
兆
９
千
億
円
に
、
臨
時
財
政
対

策
債
が
２
兆
６
千
億
円
増
額
さ
れ
、
総

額
７
兆
７
千
億
円
と
な
り
、
実
質
的
な

地
方
交
付
税
は
24
兆
６
千
億
円
と
過
去

最
高
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
特
別
枠
で
は
、
「
地
域
雇
用
創
出

推
進
費
」
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
「
雇

用
対
策
・
地
域
資
源
活
用
臨
時
特
例
費
」

４
千
５
０
０
億
円
、「
活
性
化
推
進
特

例
費
」
５
千
３
５
０
億
円
が
創
設
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
「
地
域
の
こ
と
は
、

地
域
で
決
め
る
」
と
い
う
こ
と
の
始
ま

り
と
の
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、
国
と
地

方
の
税
源
配
分
の
論
議
は
い
ま
だ
に
本

格
的
な
も
の
と
な
っ
て
は
お
ら
ず
、
国

と
地
方
の
配
分
枠
は
依
然
と
し
て
６
対

４
で
あ
り
、
我
々
地
方
が
主
張
す
る
５

対
５
に
は
、
ま
だ
ま
だ
遠
い
感
は
否
め

ま
せ
ん
。

１２

Creative & Challenge in fiscal year 2010平成 22 年度

The Kitahiroshima town mayor
Masahiko Takeshita

北広島町長　竹下　正彦

創造と挑戦
chapter 01 施政方針
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◎
広
島
県
の
財
政
対
策

　

一
方
で
広
島
県
で
は
、
昨
年
11
月
に

新
し
い
知
事
が
誕
生
さ
れ
、
12
月
に
は

事
業
仕
分
け
が
行
わ
れ
、
本
年
１
月
に

は
国
の
２
次
補
正
を
受
け
、
緊
急
雇
用

対
策
基
金
の
積
み
増
し
な
ど
雇
用
機
会

の
創
出
、
橋
り
ょ
う
の
耐
震
化
・
補

修
工
事
を
軸
に
地
域
生
活
基
盤
の
整

備
、
さ
ら
に
は
預
託
融
資
制
度
の
要
件

緩
和
・
融
資
枠
の
拡
大
な
ど
を
併
せ

て
、
総
額
82
億
６
８
０
万
円
の
補
正
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
22
年
度
当

初
予
算
で
は
、
依
然
と
し
て
多
額
の
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
中
、「
県
民
起

点
」・
「
成
果
主
義
」
に
よ
る
行
政
の
無

駄
の
排
除
、
事
業
に
お
け
る
費
用
対
効

果
の
検
証
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
雇
用
確
保
な
ど

に
係
る
事
業
や
県
勢
発
展
の
た
め
に
重

要
な
分
野
に
係
る
事
業
を
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
、
「
５
つ
の
挑

戦
」
に
向
け
た
重
点
施
策
を
推
進
し
て

い
く
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
般
会
計

の
当
初
予
算
は
９
千
３
６
３
億
２
千
万

円
で
、
対
前
年
度
0.2
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
公
債
費
、
税
交
付

金
を
除
い
た
一
般
歳
出
ベ
ー
ス
で
は

７
千
２
７
８
億
６
千
万
円
で
、
対
前
年

度
1.2
％
を
上
回
る
も
の
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

◎
本
町
の
現
状

　

世
界
同
時
不
況
と
い
わ
れ
る
未み

ぞ

う

曾
有

の
経
済
危
機
に
加
え
て
民
主
党
政
権
の

誕
生
、
そ
し
て
新
広
島
県
知
事
の
誕
生

と
町
政
を
取
り
巻
く
政
治
・
経
済
の
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
本
町
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
国
・
県
の
臨
時
・

緊
急
経
済
対
策
、
雇
用
対
策
に
呼
応
し

て
昨
年
６
月
・
９
月
・
12
月
と
総
額

27
億
１
千
万
円
と
な
る
大
型
の
補
正
予

算
を
編
成
し
、
特
別
プ
レ
ミ
ア
ム
ユ
ー

ト
あ
る
い
は
新
型
ユ
ー
ト
の
発
行
を
は

じ
め
、
町
道
や
河
川
の
改
良
、
維
持
修

繕
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
推

進
に
よ
る
景
気
対
策
や
雇
用
対
策
、
あ

る
い
は
保
育
料
の
大
幅
な
負
担
軽
減
や

児
童
医
療
費
の
負
担
軽
減
な
ど
を
実
施

し
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
生
活
支
援
も
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
着
工
が
延
び
て
お
り

ま
し
た
が
大
朝
工
業
団
地
へ
の
中
国
木

材
㈱
の
今
秋
の
操
業
開
始
に
向
け
て
の

工
場
建
設
、
西
日
本
高
速
道
路
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
な
ど
の
民
間
資
本
に
よ

る
農
業
参
入
な
ど
新
た
な
町
内
産
業
も

実
現
し
つ
つ
あ
り
、
結
果
と
い
た
し
ま

し
て
、
町
内
の
景
気
も
少
し
ず
つ
持
ち

直
し
て
き
つ
つ
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
認
識
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

◎
本
町
の
財
政
状
況

　

新
町
ス
タ
ー
ト
時
点
で
の
危
機
的
な

財
政
状
況
や
政
治
・
経
済
情
勢
が
急
激

に
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
平
成
17
年

度
を
初
年
度
と
す
る
５
か
年
計
画
の
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
簡
素
に
し
て

効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
職
員
定

数
の
大
幅
削
減
、
給
与
・
手
当
の
総
点

検
、
内
部
的
管
理
経
費
の
削
減
、
さ
ら

に
は
公
営
企
業
の
健
全
化
な
ど
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
約
33
億
円
の
財
政
削
減

効
果
を
達
成
し
、
町
債
残
高
の
縮
減
、

財
政
調
整
基
金
の
上
積
み
な
ど
を
進

め
、
よ
う
や
く
し
て
財
政
破は

　
た
ん綻

の
危
機

を
回
避
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
平
成
20
年
度
普
通
会
計
の
決
算

及
び
平
成
21
年
度
普
通
会
計
の
決
算
見

込
み
ベ
ー
ス
で
の
財
政
見
通
し
で
は
、

平
成
30
年
度
ま
で
の
財
源
不
足
が
約

41
億
円
と
な
る
予
想
で
あ
り
ま
す
。
平

成
25
年
に
お
い
て
、
実
質
公
債
費
の
比

率
を
18
％
未
満
に
な
る
よ
う
健
全
化
を

す
す
め
る
計
画
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

後
と
も
扶
助
費
の
増
加
や
学
校
整
備
、

さ
ら
に
は
、
し
尿
処
理
場
施
設
整
備
な

ど
の
大
型
事
業
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
達
成
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
険
し
い
道
の
り
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
財
政
調
整
基
金
は
、
平
成
21
年

1_ 消費拡大・商業活性化のために発行
した「特別プレミアムユート」を多く
の方が購入した。／ 2_ ユネスコ世界無
形文化遺産に推薦された「壬生の花田
植」に多くの観光客が訪れた。／ 3_ 世
界初となる神楽とオーケストラのコラ
ボレーション「オロチ」に舞台芸術と
しての新たな可能性を切り開いた。／
4_ 湯﨑知事が県内を訪れ、直接県民と
対話する県政知事懇談「湯﨑英彦の宝
さがし」の第１弾に北広島町が選ばれ、
本町の現状を竹下町長が説明した。

３４
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度
末
に
は
６
億
９
千
万
円
程
度
に
上
積

み
と
な
る
見
込
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、

他
の
市
町
と
比
較
し
ま
す
と
、
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
割
合
は
ま
だ
ま
だ
低

く
、
依
然
と
し
て
弾
力
性
に
乏
し
い
財

政
構
造
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
本
町
の
平
成
22
年
度
当
初
予
算

　

北
広
島
町
長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る

定
住
と
交
流
の
拡
大
、
活
力
あ
る
地
域

経
済
の
創
出
、
子
育
て
支
援
と
教
育
の

充
実
強
化
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、

そ
し
て
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
な
ど

の
諸
施
策
を
選
択
と
集
中
に
よ
り
、
さ

ら
に
発
展
的
な
展
開
を
図
る
た
め
、
総

額
１
４
１
億
７
千
万
円
の
一
般
会
計
当

初
予
算
を
今
定
例
会
に
提
案
し
て
お
り

ま
す
。
前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
ま
し

て
は
５
億
５
千
万
円
、
率
に
い
た
し
ま

し
て
４
％
の
増
加
、
昨
年
６
月
に
編
成

し
ま
し
た
通
年
ベ
ー
ス
・
肉
付
け
予
算

に
対
し
て
は
９
億
９
千
７
０
０
万
円
、

率
に
い
た
し
ま
し
て
6.6
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

①
定
住
と
交
流
の
拡
大
に
よ
る
地
域
再
生

１
億
２
千
４
７
０
万
円

　

施
策
展
開
の
１
つ
目
は
、
定
住
と
交

流
の
拡
大
に
よ
る
地
域
再
生
で
あ
り
ま

す
。
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
に
果
敢
に

挑
戦
し
、
定
住
と
交
流
の
拡
大
を
目

指
し
、
地
域
再
生
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
○
若
者
定
住
促
進
で
は
、
雇
用
促

進
住
宅
の
取
得
、
町
有
未
利
用
地
へ
の

若
者
向
け
住
宅
建
設
の
具
体
的
計
画
の

策
定
、
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
へ
の
さ
ら
な

る
加
入
促
進
・
利
用
促
進
な
ど
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
○
交
流
の
拡
大
で
は
、

壬
生
の
花
田
植
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形

文
化
遺
産
の
登
録
を
に
ら
み
な
が
ら
、

芸
北
民
俗
芸
能
保
存
伝
承
館
の
改
装
・

展
示
整
備
を
行
い
、
神
楽
な
ど
を
含
め

た
伝
統
芸
能
・
文
化
の
保
存
・
伝
承
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
道
の

駅
舞
ロ
ー
ド
の
第
２
期
整
備
ヘ
向
け
、

基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
を
行
う

ほ
か
、
ス
キ
ー
場
振
興
対
策
、
さ
ら
に

は
町
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
と
の
町

内
の
屋
外
広
告
物
、
看
板
の
現
状
調
査
・

分
析
を
進
め
な
が
ら
、
北
広
島
町
の
独

自
の
良
好
な
景
観
形
成
の
計
画
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
広
島

県
観
光
連
盟
へ
町
職
員
を
派
遣
し
、
北

広
島
町
大
型
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
す

る
な
ど
本
町
の
魅
力
を
町
内
外
へ
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
主
要
施
策

　

《
雇
用
対
策
》

　

雇
用
創
出
基
金
事
業

　
　
　

【
継
続
】　
　

１
千
３
４
０
万
円

　

緊
急
雇
用
対
策
基
金
事
業

　
　
　

【
拡
充
】　
　

５
千
７
０
０
万
円

　

《
世
界
無
形
文
化
遺
産
整
備
事
業
》

　

芸
北
民
俗
芸
能
保
存
伝
承
館
整
備

　
　
　

【
新
規
】　
　

３
千
７
０
０
万
円

　

花
田
植
実
行
委
員
会
補
助
金

　
　
　

【
拡
充
】　
　
　
　

５
０
０
万
円

　

《
地
域
再
生
戦
略
会
議
》

　

ス
キ
ー
場
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　

【
拡
充
】　
　
　
　

３
３
０
万
円

　

北
広
島
町
景
観
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　

【
新
規
】　
　
　
　

１
５
０
万
円

　

き
た
ひ
ろ
し
ま
の
達
人
認
定
制
度

　
　
　

【
新
規
】　
　
　
　
　
　

40
万
円

　

こ
ど
も
農
山
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　

【
拡
充
】　
　
　
　

６
４
０
万
円

　

き
た
ひ
ろ
し
ま
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　

【
新
規
】　
　
　
　
　
　

70
万
円

②
活
力
あ
る
地
域
経
済
の
創
出

３
億
７
４
０
万
円

　

２
つ
目
は
、
活
力
あ
る
地
域
経
済
の

創
出
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
自
立
的

な
農
業
経
営
体
の
育
成
・
拡
大
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
小
規
模
・
零
細
農
業

の
元
気
回
復
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
き
た
ひ
ろ
し
ま
バ
ザ
ー
ル
の
本
格
的

な
展
開
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
冷
蔵
車

や
冷
蔵
陳
列
ケ
ー
ス
な
ど
の
整
備
や
産

直
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
に
加

５６
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5

え
、
全
町
周
年
出
荷
体
制
を
整
え
る
と

と
も
に
、
広
島
都
市
圏
へ
の
北
広
島
産

の
旬

し
ゅ
ん

に
し
て
安
心
か
つ
新
鮮
な
農
産
物

の
販
売
促
進
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
こ
の
ほ
か
農
業
振
興
で
は
、
農
道
・

か
ん
が
い
排
水
事
業
・
た
め
池
な
ど
の

改
良
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

有
害
鳥
獣
駆
除
の
た
め
、
防
止
柵さ

く

・
わ

な
の
設
置
な
ど
の
補
助
を
継
続
す
る
ほ

か
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
・
駆
除
の
実
践
的

な
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
○
林

業
振
興
で
は
、
林
道
整
備
、
路
網
整
備
、

作
業
道
整
備
な
ど
を
行
い
、
間
伐
材
の

活
用
な
ど
公
共
施
設
の
改
修
な
ど
へ
の

木
材
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
○
商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
内
の
景
気
対
策
・
雇
用
対
策
に

つ
い
て
平
成
21
年
度
に
引
き
続
き
切
れ

目
の
な
い
対
策
を
進
め
る
ほ
か
、
町
内

で
の
消
費
拡
大
に
向
け
、
町
商
工
会
と

の
連
携
の
も
と
新
型
ユ
ー
ト
を
継
続
し

て
発
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
主
要
施
策

　

《
新
た
な
産
業
の
創
出
》

　

き
た
ひ
ろ
し
ま
バ
ザ
ー
ル

　
　
　

【
継
続
】　
　

３
千
６
７
０
万
円

　

舞
ロ
ー
ド
第
２
期
基
本
構
想
【
新
規
】

　

《
農
業
振
興
》

　

農
業
基
盤
整
備

　
　
　

【
新
規
等
】
１
億
５
千
４
０
０
万
円

　

有
害
鳥
獣
駆
除

　
　
　

【
拡
充
】　
　
　
　

９
４
０
万
円

　

《
林
業
振
興
》

　

森
林
路
網
整
備
・
間
伐
推
進

　
　
　

【
拡
充
】　
　

５
千
４
７
０
万
円

　

《
商
工
業
振
興
》

　

地
域
通
貨
「
ユ
ー
ト
」
発
行

　
　
　

【
継
続
】　
　
　
　

３
０
０
万
円

　

企
業
立
地
奨
励
金

　
　
　

【
拡
充
】　
　

４
千
９
６
０
万
円

③
学
校
教
育
・
子
育
て
支
援
の
充
実
強
化

４
億
４
千
９
４
０
万
円

　

次
に
３
つ
目
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
学

校
教
育
・
子
育
て
支
援
の
充
実
強
化
で

あ
り
ま
す
。
明
日
の
時
代
を
担
う
た
く

ま
し
い
人
材
の
育
成
を
進
め
る
た
め
、

学
校
教
育
・
子
育
て
支
援
の
充
実･

強

化
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
○
子
育
て

支
援
で
は
、
地
域
子
育
て
創
生
事
業
や

安
心
子
ど
も
基
金
を
活
用
し
、
町
内
の

主
要
な
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
ベ
ビ
ー

キ
ー
プ
、
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
や
移
動
可
能

な
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
な
ど
の
設
置
を
行
う

ほ
か
、
感
染
症
対
策
の
た
め
私
立
保
育

所
な
ど
へ
空
気
清
浄
機
、
エ
ア
ー
タ
オ

ル
を
設
置
、
蔵
迫
保
育
所
の
改
築
事
業

に
対
す
る
補
助
な
ど
を
行
い
、
子
育
て

の
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
○
学
校
教
育
で
は
、
き
た
ひ
ろ
し

ま
・
夢
・
ま
な
び
プ
ラ
ン
の
推
進
を
図

る
中
で
、
小
中
一
貫
連
携
教
育
や
中
高

の
連
携
教
育
の
推
進
、
学
校
規
模
適
正

配
置
実
施
計
画
の
策
定
な
ど
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
支
援
を
要
す

る
児
童
・
生
徒
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
増
員
、
学

力
向
上
の
実
践
・
研
究
、
外
国
語
教
育

充
実
強
化
の
た
め
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
継
続
的
・

安
定
的
な
配
置
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
施
設
整
備
で
は
、
千
代
田
中
学
校

の
学
校
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

給
食
導
入
に
係
る
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
改

修
や
木
工
室
の
新
設
、
さ
ら
に
は
豊
平

給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
が
町
人
口
の
３
割
を
超

え
て
占
め
る
本
町
で
は
、
元
気
な
高
齢

者
づ
く
り
を
推
進
し
、
高
齢
者
の
健
康

増
進
、
高
齢
者
の
介
護
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
主
要
施
策

　

《
子
育
て
支
援
》

　

子
ど
も
手
当
給
付
事
業

　
　
　

【
新
規
】
２
億
８
千
３
４
０
万
円

　

地
域
子
育
て
創
生
事
業

　
　
　

【
新
規
】　
　

１
千
６
４
０
万
円

　

安
心
こ
ど
も
基
金
事
業

　
　
　

【
新
規
】　
　

１
億
９
９
０
万
円

　

《
学
校
教
育
》

　

中
高
連
携
教
育
推
進
事
業

　
　
　

【
新
規
】　
　
　
　
　
　

50
万
円

Creative & Challenge in fiscal year 2010平成 22 年度

創造と挑戦

5_ 壬生の花田植のユネスコ世界無形文
化遺産への推薦に併せて展示室の模様
替えをしている「芸北民俗芸能保存伝
承館」。／ 6_ 広島市内への出張産直を
展開している「きたひろしまバザール」。
／ 7_ 役場本庁のロビーに設置した子ど
ものプレイスペース。／ 8_ 自主防災組
織による図上訓練の様子。
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外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

　
　
　

【
継
続
】　
　

１
千
１
４
０
万
円

　

千
代
田
中
学
校
給
食
事
業

　
　
　

【
新
規
】　
　

２
千
７
３
０
万
円

　

大
塚
小
学
校
統
合
補
助

　
　
　

【
新
規
】　
　
　
　
　
　

50
万
円

④
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

６
千
４
４
０
万
円

　

４
つ
目
は
、
住
民
と
行
政
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

超
少
子
化
あ
る
い
は
長
寿
高
齢
化
が
進

展
す
る
中
で
、
地
域
の
担
い
手
不
足
な

ど
に
よ
り
、
耕
作
地
や
集
落
の
維
持
が

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
地
域
の
元
気
づ
く
り
へ
の
支
援
や

住
民
と
行
政
の
協
働
を
進
め
、
健
康
で

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

○
地
域
協
議
会
へ
の
補
助
金
や
元
気
な

地
域
づ
く
り
交
付
金
な
ど
本
町
独
自
の

地
域
づ
く
り
施
策
に
加
え
、
地
元
施
工

業
者
に
対
し
、「
地
域
協
働
み
ち
づ
く

り
応
援
事
業
」
を
新
設
し
、
原
材
料
の

支
給
、
施
工
補
助
を
地
域
で
選
択
で

き
、
か
つ
利
用
し
や
す
い
仕
組
み
の
制

度
を
創
設
い
た
し
ま
す
。
ま
た
過
疎
地

域
自
立
促
進
法
の
期
限
延
長
に
伴
い
、

本
町
独
自
の
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。

○
公
共
工
事
で
は
、
国
道
・
県
道
の
改

良
や
町
道
の
改
良
、
河
川
の
整
備
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
道
路
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
や
橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の

作
成
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
○

ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、
芸
北
地
域
に
総

合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
芸
北
道
場
」

を
結
成
し
、
大
朝
地
域
に
大
朝
運
動
公

園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
な
ど
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
主
要
施
策

　

《
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
》

　

地
域
協
働
み
ち
づ
く
り
応
援
事
業

　
　
　

【
新
規
】　
　
　
　

２
０
０
万
円

　

地
域
づ
く
り
交
付
金

　
　
　

【
継
続
】　
　

２
千
２
９
０
万
円

　

が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金

　
　
　

【
継
続
】　
　
　
　

１
５
０
万
円

　

《
ス
ポ
ー
ツ
振
興
》

　

総
合
型
SC
「
芸
北
道
場
」
補
助
金

　
　
　

【
新
規
】　
　
　
　

７
０
０
万
円

　

大
朝
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

　
　
　

【
新
規
】　
　

３
千
１
０
０
万
円

⑤
安
心
と
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

10
億
５
千
５
０
０
万
円

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
災

害
時
な
ど
に
地
域
で
緊
急
対
応
で
き
る

よ
う
、
地
域
に
必
要
な
備
品
確
保
な
ど

を
目
的
に
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
補

助
金
を
創
設
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
第

一般会計 141 億 7,000 万円
特別会計 068 億 6,853 万円
企業会計 010 億 1,781 万円

◎
用
語
解
説

地
方
交
付
税
▼
町
の
独
自
政
策
を
補

助
す
る
た
め
に
、
国
か
ら
町
に
交
付

さ
れ
る
お
金
。

国
・
県
支
出
金
▼
町
特
定
の
目
的
の

た
め
に
、
国
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金
。

町
債
▼
公
共
事
業
な
ど
の
財
源
と
し

て
、
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
る
お

金
。

地
方
譲
与
税
▼
国
が
徴
収
し
た
自
動

車
重
量
税
な
ど
か
ら
配
分
さ
れ
る
お

金
。

自
主
財
源
▼
町
税
、
分
担
金
、
使
用

料
な
ど
、
町
が
自
前
で
調
達
で
き
る

財
源
。

依
存
財
源
▼
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
財
源
。

人
件
費
▼
職
員
の
給
料
、
議
員
の
報

酬
な
ど
。

扶
助
費
▼
法
に
基
づ
き
生
活
維
持
す

る
た
め
に
支
給
す
る
費
用
。

公
債
費
▼
借
入
金
の
返
済
に
充
て
る

経
費
。

普
通
建
設
事
業
費
▼
道
路
な
ど
の
社

会
資
本
を
整
備
す
る
経
費
。

物
件
費
▼
賃
金
、
委
託
料
、
使
用
料

な
ど
の
経
費
。

維
持
補
修
費
▼
施
設
、
道
路
な
ど
の

維
持
補
修
に
係
る
経
費
。

補
助
費
▼
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
。

繰
出
金
▼
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、

ま
た
は
特
別
会
計
相
互
間
に
お
い
て

支
出
さ
れ
る
経
費
。

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
が
３

月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
国
の
経
済
対
策
及
び
雇

用
対
策
を
積
極
的
に
展
開
す
る

と
と
も
に
、
第
２
次
行
財
政
改

革
に
よ
る
持
続
可
能
な
財
政
構

造
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

一般会計歳出（性質別）　141 億 7,000 万円

①人件費 31 億 160 万 9 千円 ②扶助費 15 億 5,011 万 1 千円

③公債費 28 億 9,494 万 5 千円 ④普通建設事業費 12 億 7,066 万 4 千円

⑤災害復旧費 2 千円 ⑥物件費 15 億 4,023 万 8 千円

⑦維持補修費 1 億 7,797 万 1 千円 ⑧補助費等 19 億 9,910 万 6 千円

⑨繰出金 15 億 9,265 万 7 千円 ⑩その他 4,269 万 7 千円

① ② ③ ④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨

⑩

義務的経費 53.2％ 投資的経費
9.0％ その他 37.8％

chapter 02

当
初
予
算
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三
者
の
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
方
に
対
し
て
情
報
の
伝
達
や
避

難
な
ど
の
手
助
け
が
地
域
の
中
で
で
き

る
よ
う
、
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援

制
度
を
創
設
い
た
し
ま
す
。
そ
の
他
、

消
防
団
に
は
ポ
ン
プ
車
や
消
火
活
動
の

際
に
団
員
の
身
を
守
る
こ
と
が
最
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
防
火
服
を
導
入
い
た

し
ま
す
。

●
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
主
要
施
策

　

《
消
防
・
防
災
》

　

高
規
格
緊
急
自
動
車
等
更
新

　
　
　

【
新
規
】　
　

３
千
６
８
０
万
円

　

防
災
組
織
補
助
金

　
　
　

【
新
規
】　
　
　
　

１
０
０
万
円

　

避
難
所
標
識
設
置

　
　
　

【
新
規
】　
　
　
　
　
　

30
万
円

　

《
生
活
交
通
対
策
事
業
》

　

利
便
性
の
高
い
交
通
シ
ス
テ
ム
構
築

　
　
　

【
継
続
】　
　

２
億
８
１
０
万
円

　

《
公
共
投
資
》

　

国
県
道
整
備
事
業

　
　
　

【
継
続
】　
　
　
　
　

４
千
万
円

　

町
道
整
備
事
業

　
　
　

【
継
続
】
３
億
２
千
２
４
０
万
円

　

河
川
整
備
事
業

　
　
　

【
継
続
】　
　
　
　
　

１
千
万
円

　

上
下
水
道
整
備
事
業

　
　
　

【
継
続
】
４
億
３
千
２
４
０
万
円

　

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定

　
　
　

【
新
規
】　
　
　
　

４
０
０
万
円

　

新
町
北
広
島
町
が
誕
生
し
て
５
年
が

経
過
い
た
し
ま
し
た
。
町
政
を
取
り
巻
く

社
会
経
済
情
勢
が
誠
に
厳
し
く
、
ま
た
急

激
か
つ
大
き
な
変
化
の
中
で
、
本
町
は
財

政
破
綻
を
回
避
し
つ
つ
、
様
々
な
困
難
を

乗
り
越
え
て
新
町
と
し
て
の
基
礎
、
基
盤

づ
く
り
を
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

政
権
交
代
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
行
財

政
運
営
の
制
度
や
慣
行
が
大
幅
に
変
更

さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
我
々
地
方

自
治
体
は
、
今
後
ま
す
ま
す
自
己
判
断
・

自
己
責
任
に
よ
る
意
思
決
定
と
そ
の
成

果
に
対
す
る
責
任
が
一
層
求
め
ら
れ
て

く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
町
が
希
望
の
持
て
る
、
元
気
な
町
へ

と
成
長
し
て
い
く
よ
う
、
平
成
22
年
度
に

掲
げ
ま
し
た
こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
も
簡
素

に
し
て
効
率
的
な
行
財
政
を
よ
り
一
層

確
立
し
、
町
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
、

さ
ら
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
北
広
島
町
行
政
を

よ
り
一
段
と
高
め
充
実
さ
せ
て
い
く
た

め
に
も
、
こ
こ
に
改
め
て
新
町
ス
タ
ー
ト

時
に
掲
げ
ま
し
た
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

ア
ン
ド
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
～
創
造
と
挑
戦
～
」

の
気
概
を
今
一
度
思
い
起
こ
し
、
町
民
の

皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
こ
た
え
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
22
年
３
月
８
日　

北
広
島
町
長

特別会計　68 億 6,853 万円

国民健康保険特別会計 21 億 5,800 万円 電気事業特別会計 4,900 万円

老人保健特別会計 73 万円 住宅団地等開発特別会計 1,300 万円

下水道事業特別会計 7 億 9,400 万円 芸北財産区特別会計 2,400 万円

農業集落排水事業特別会計 3 億 8,200 万円 診療所特別会計 1 億 7,680 万円

介護保険特別会計 23 億 2,800 万円 情報基盤整備事業特別会計 3 億 4,100 万円

簡易水道事業特別会計 3 億 200 万円 後期高齢者医療特別会計 3 億円

公営企業会計　10 億 1,781 万円

事業区分 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

水道事業 1 億 4,810 万 3 千円 １億 5,452 万円 2 億 3,043 万 6 千円 2 億 8,110 万 8 千円

病院事業 8 億 6,329 万 3 千円 8 億 6,329 万 3 千円 2,852 万 7 千円 4,560 万 3 千円

一般会計歳入　141 億 7,000 万円

①町税 25 億 7,974 万 5 千円 ②分担金及び負担金 2 億 5,417 万 3 千円

③使用料及び手数料 1 億 8,111 万 8 千円 ④繰入金 7,684 万 3 千円

⑤その他の収入 2 億 5,888 万 7 千円 ⑥地方譲与税 2 億 4,160 万 9 千円

⑦地方交付税 66 億 1,434 万 4 千円 ⑧国庫支出金 8 億 4,949 万 4 千円

⑨県支出金 14 億 2,805 万 4 千円 ⑩町債 13 億 1,100 万円

⑪その他の交付金 3 億 7,473 万 3 千円

①

② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

自主財源 23.7％ 依存財源 76.3％

Creative & Challenge in fiscal year 2010平成 22 年度

創造と挑戦
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行
政
組
織
・
機
構
、
分
掌
事
務
の
見

直
し
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
を
新
体
制

で
動
き
出
す
北
広
島
町
行
政
。
今
後
も

資
質
向
上
に
つ
な
が
る
職
員
研
修
を
継

続
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

ま
す
。 chapter 03

行
政
組
織

《
組
織
の
統
合
》

　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
育
成
の
た
め
の
環

境
整
備
、
係
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、

福
祉
課
２
係
を
統
合
し
ま
す
。

　

変
更
前　

生
活
福
祉
係

　
　
　
　
　

地
域
福
祉
係

　

変
更
後　

福
祉
係

《
業
務
の
移
管
》

①
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
事
業
と
の

総
合
的
な
施
策
展
開
の
た
め
、
合
併

処
理
浄
化
槽
関
連
業
務
を
移
管
し
ま

す
。

　

変
更
前　

町
民
課
環
境
管
理
室

　

変
更
後　

上
下
水
道
課

②
き
た
ひ
ろ
し
ま
バ
ザ
ー
ル
事
業
の
推

進
を
図
る
た
め
、
道
の
駅
舞
ロ
ー
ド

IC
千
代
田
の
業
務
を
移
管
し
ま
す
。

　

変
更
前　

企
画
課

　

変
更
後　

産
業
課

《
新
規
業
務
な
ど
》

①
道
の
駅
の
第
２
期
整
備
に
向
け
た
基

本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
及
び
き

た
ひ
ろ
し
ま
バ
ザ
ー
ル
の
事
業
推
進

を
中
心
的
に
行
う
た
め
、
企
画
課
及

び
産
業
課
に
企
画
調
整
監
を
設
置
し

ま
す
。

②
社
会
福
祉
法
関
連
業
務
に
つ
い
て
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
監
督
を
行
う
た

め
、
査
察
指
導
員
を
設
置
し
ま
す
。

③
一
括
発
注
や
共
通
仕
様
書
の
作
成
な

ど
用
度
調
達
コ
ス
ト
縮
減
の
仕
組
み

づ
く
り
を
行
う
た
め
、
財
政
課
に
用

度
調
達
担
当
を
配
置
し
ま
す
。

◎
本
庁　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

２
１
１
１
（
代
）

町
長

竹
下 

正
彦

副
町
長

村
上 

明
雄

危
機
管
理
監

若
本 

啓
二

総
務
課

課
長 

伊
藤 

敬
之

課
長
補
佐

輪
田 

孔
俊

総
務
係

係
長 

坂
本 

伸
次

田
村 

智
行
・
宮
本 

真
里
・
大
本 

賢
一
郎
・
原
田 

雄
二

人
事
係

係
長 

畑
田 

正
法

越
間 

裕
貴
・
久
次 

恭
子

行
政
管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
国
吉 

孝
治
・
吉
岡 

秀
樹

派
遣
等

梅
本 

孝
宏
・
藤
吉 

康
弘

財
政
課

課
長 

中
原 

健

課
長
補
佐

新
枝 

和
範

財
政
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
宮
地 

弥
樹
・
植
田 

優
香
・
浅
香 

潤
観
・
服
部 

昌
英
・

新
増 

栄
史

課
長
補
佐石

川 

斎

管
財
係

係
長 

田
辺 

正
康

五
反
田 

篤

企
画
課

課
長 

中
村 

正
明

企
画
調
整
監 

信
上 

英
昭

企
画
調
整
係

係
長 

矢
部 

芳
彦

竹
下 

靖
彦
・
道
川 

智
治

地
域
振
興
係

係
長 

浅
黄 

隆
文

沼
田 

真
路
・
原
田 

靖
久
・
越
岡 

真
喜
子

観
光
連
盟
派
遣

清
見 

宣
正

立
地
定
住
推
進
室

室
長 

古
川 

達
也

専
門
員中

川 

克
也

開
本 

美
由
紀

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長 

末
田 

初
太
郎

専
門
員石

坪 

隆
雄

大
橋 

一
正
・
池
田 

直
哉
・
田
辺 

康
行
・
河
野 

勝
暁
・

木
村 

隆
之

税
務
課

課
長 

福
田 

幾
元

所
得
係

係
長佐

々
木 

新
十

竹
本 

美
恵
・
山
本 

剛
志
・
溝
上 

正
義
・
益
田 

佳
奈

資
産
係

係
長 

林 

秀
治

芥
川 

智
成
・
森
川 

恭
子
・
高
野 

さ
や
か
・
前
迫 

航
平

徴
収
対
策
室

室
長 

田
村 

道
三

税
務
査
察
員

多
川 

三
友

辰
川 

勝
則
・
福
田 

透
江
・
伊
藤 

正
・
石
橋 

浩
治
・

大
畑 

直
也
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町
民
課

課
長 

岡
本 

守

課
長
補
佐

五
反
田 

孝

住
民
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
田
辺 

五
月
・
渡
辺 

雪
美

国
保
年
金
係

係
長 

西
村 

豊

大
畑 

紹
子
・
行
井 

秀
二
・
藤
澤 

健
次

派
遣
（
広
域
）

亀
寶 

真

人
権
セ
ン
タ
ー

所
長 

角
田 

正
明

笠
道 

百
合
子
・
藤
田 

美
香

環
境
管
理
室

室
長 

齋
藤 

敏
広

専
門
員

 

河
野 

千
文

小
椿 

治
之
・
土
井 

孝
行

福
祉
課

（
福
祉
事
務
所
）

所
長
兼
課
長 

友
田 

伸
江

課
長
補
佐

清
水 

孝
幸

福
祉
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）

査
察
指
導
員

隅
田 

好
則

細
居 

治
・
沖
田 

浩
二
・
國
芳 

顕
・
堀
田 

健
一

子
育
て
支
援
室

室
長 

上
原 

隆
弘

課
長
補
佐 

斎
藤 

茂
樹

（
課
長
補
佐
兼
務
）
国
吉 

朋
美
・
井
口 

瑞
穂
・
高
木 

智
典

仁
愛
園

所
長 

友
広 

慎
治

所
長
補
佐 

堀
田 

智
子

（
所
長
補
佐
兼
務
）
中
村 

加
代
子
・
藤
田 

秀
子
・
別
広 

志
満
子
・
美
濃 

恭
子
・

新
谷 

美
枝
子
・
森
脇 

千
恵
子
・
藤
井 

美
智
子
・
今
知 

智
子

芸
北
つ
く
し
保
育
園

園
長 

上
田 

早
苗

道
沖 

み
ど
り
・
佐
々
見 

博
子
・
片
桐 

裕
子

八
幡
こ
ど
も
園

安
本 

美
和

新
庄
保
育
所

所
長 

奥
迫 

由
美

上
田 

澄
子
・
吉
岡 

晶
子
・
大
上 

理
恵

本
地
保
育
所

所
長 

古
川 

富
士
子

水
越 

季
美
子
・
川
本 

喜
美
代
・
津
賀
山 

有
紀
・
鳳
山 

直
美

南
方
保
育
所

所
長 

石
川 

瑞
枝

上
田 

和
永
・
佐
伯 

幸
恵
・
橋
詰 

麻
美

川
戸
保
育
所

所
長 

住
田 

千
代
花

住
吉 

美
寿
津
・
田
辺 

由
美

保
健
課

課
長 

清
水 

勇
二

主
幹 
平
田 

早
苗

課
長
補
佐

多
田 

誠
子

健
康
増
進
係

係
長 

藤
吉 

数
磨

竹
下 

美
樹
子
・
門
出 

暁
子
・
小
田 

千
里
・
佐
田 

り
つ
こ
・

水
野 

雅
美

介
護
保
険
係

係
長 

畑
田 

朱
美

泉 

裕
樹
・
坪
内 

聡
子
・
三
上 

瑠
衣

地
域
介
護
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
植
田 

伸
二
・
頼
政 

ミ
ノ
リ
・
田
中 

貴
子

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

次
長 

上
新 

博
則

次
長
補
佐 

高
野 

ち
さ
子

奥
田 

百
合
絵
・
岡
崎 

真
也

大
朝
保
健
セ
ン
タ
ー

専
門
員

 

福
田 

さ
ち
え

大
内 

由
美
子

豊
平
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

専
門
員

 

萬
田 

晃
成

迫
田 

智
恵
子

雄
鹿
原
診
療
所

所
長 

東
條 

環
樹

原
田 

典
子
・
宮
本 

す
ま
子
・
西
田 

智
絵
・
酒
井 

裕
子
・

薮
谷 

真
由
美
・
近
藤 

玉
江

八
幡
診
療
所

所
長 

重
岡 

尚
也

中
村 

裕
子

芸
北
歯
科
診
療
所

所
長 

木
村 

菜
穂
子

岡
本 

登
美
子

産
業
課

課
長 

佐
渡 

宏
治

企
画
調
整
監

佐
々
木 

直
彦

課
長
補
佐

藤
浦 

直
人

企
画
調
整
係

係
長 

落
合 

幸
治

頼
政 

孝
治

農
業
振
興
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
田
中 

大
作
・
大
内 

哲
治
・
西
岡 

直
美
・
和
泉 

智
子

農
地
調
整
係

係
長 

槙
野 

一
也

下
杉 

昌
樹

林
業
振
興
係

係
長 

上
田 

俊
則

門
出 

泰
典
・
村
竹 

明
治

舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

駅
長 

田
中 

正
基

島
田 

英
樹

建
設
課

課
長 

正
木 

秀
喜

建
設
調
整
監

廣
中 

伸
孝

課
長
補
佐

土
井 

亮
三

都
市
管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
出
廣 

美
穂
・
芥
川 

か
な
え

土
木
係

係
長 

足
利 

英
彰

高
下 

雅
史
・
迫
田 

弘
志
・
石
川 

一
義
・
齋
藤 

兼
治

農
林
土
木
係

係
長 
堂
原 

千
春

竹
下 

秀
樹
・
松
若 

孝
亮
・
齋
藤 

栄
一

県
派
遣

川
手 

秀
則

国
土
調
査
事
務
所

所
長 

渡
辺 

義
男

所
長
補
佐

佐
伯 

孝
之

国
土
調
査
第
１
係

係
長 

益
田 
智
幸

藤
井 

尚
志
・
新
谷 

明
彦
・
大
野 

裕
紀

国
土
調
査
第
２
係
（
所
長
補
佐
兼
務
）
石
川 

尚



10Public Relations Kitahiroshima
�010.5

上
下
水
道
課

課
長 

稲
垣 

和
成

課
長
補
佐

清
水 

繁
昭

下
水
道
係

係
長 

砂
田 

寿
紀

後
藤 

洋
治
・
田
津 

正
敏
・
藤
田 

一
秀

水
道
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
細
居 

操
・
是
角 

健
二
・
田
中 

淳
之

緑
清
苑

場
長 

松
浦 

誠

大
塚 

和
典

会
計
室

会
計
管
理
者 

高
松 

洋
子

室
長
補
佐 

境 

初
喜

和
泉 

正
明

◎
議
会

議
会
事
務
局

事
務
局
長 

石
原 

正
行

中
川 

和
美

◎
教
育
委
員
会

教
育
長

池
田 

庄
策

学
校
教
育
課

課
長 

細
部 

俊
彦

課
長
補
佐

山
田 

正
彦

学
校
総
務
係

係
長 

奥
田 

淳
治

迫
井 

一
深
・
榎 

正
治
・
藤
井 

明
美

学
校
指
導
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
坂
本 

克
義
・
板
倉 

寿
恵
美
・
道
川 

和
樹

派
遣
（
県
教
委
）

沖
中 

満
春

生
涯
学
習
課

課
長 

向
井 

隆
志

主
幹 

白
砂 

妙
子

課
長
補
佐

多
川 

信
之

生
涯
学
習
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
関
口 

昌
和
・
槇
本 

妙
子

課
長
補
佐 

六
郷 

寛

文
化
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
山
縣 

宏
爾

千
代
田
中
央
公
民
館

館
長 

吉
川 

一
乗
・
主
幹 

三
宅 

正
登

三
宅 

克
江

北
広
島
町
図
書
館

主
幹 

松
島 

月
美

芸
北 

高
原
の
自
然
館

白
川 

勝
信

戦
国
の
庭 

歴
史
館

沢
元 

史
代

◎
芸
北
支
所　


０
８
２
６ - 

３
５ - 

０
１
１
１
（
代
）

支
所
長

小
笠
原 

登

自
治
振
興
課

課
長 

沖
野 

昌
則

課
長
補
佐

成
瀬 

哲
彦

振
興
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
岡
本 

恵
美
子
・
池
松 

徹
・
岡
本 

美
枝
・
花
屋 

澄
子

住
民
福
祉
係

係
長 

新
田 

洋
子

槙
原 

ナ
ギ
サ
・
山
本 

一
久
・
淀
渕 

朱
美

産
業
建
設
課

課
長 

石
津 

正
孝

課
長
補
佐 

岩
見 

学

建
設
管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
洲
浜 

正
文
・
寺
川
浩
郎

課
長
補
佐

酒
井 

忠
典

産
業
振
興
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
道
沖 

年
弘
・
中
祖 

和
史
・
山
田 

歩
・
表
崎 

崇
樹

◎
大
朝
支
所　


０
８
２
６ - 

８
２ - 

２
２
１
１
（
代
）

支
所
長

若
狭 

吉
明

自
治
振
興
課

課
長 

平
田 

義
孝

課
長
補
佐

齋
藤 
幸
司

振
興
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
五
反
田 

希
奈
美
・
大
成 

純
一
郎

課
長
補
佐

吉
崎 

文
子

住
民
福
祉
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
池
田 

慶
子
・
片
岡 

英
昭
・
洲
浜 

瑞
恵
・
佃 

千
賀
子

産
業
建
設
課

課
長 

金
沢 

和
洋

建
設
管
理
係

係
長 

松
田 

順
正

佐
々
木 

靖
・
平
田 

俊
文

産
業
振
興
係

係
長 

山
本 

哲

中
野 

真
弘
・
小
椿 

美
紀

◎
豊
平
支
所　


０
８
２
６ - 

８
３ - 

１
１
２
２
（
代
）

支
所
長

中 

英
雄

自
治
振
興
課

課
長 

藤
川 

秋
江

課
長
補
佐

竹
山 

賢
治

振
興
係

係
長 

藤
井 

泰
子

熊
谷 

忠
明
・
小
川 

友
里
江
・
大
下 

裕
史

住
民
福
祉
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
橋
坂 

知
佐
・
上
田 

久
美
子
・
堀
亀 

志
津
江

産
業
建
設
課

課
長 

山
田 

学

課
長
補
佐

多
川 

孝
之

建
設
管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
中
川 

俊
彦
・
真
倉 

仁
司

産
業
振
興
係

係
長 
滝
野 

修

竹
下 

直
紀
・
近
藤 

貞
治
・
藤
堂 

崇
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◎
豊
平
病
院　


０
８
２
６ - 

８
４ - 

１
１
５
５

事
業
管
理
者

山
縣 

司
政
（
院
長
兼
務
）

副
院
長

板
垣 

衛
冶

診
療
部

内
科
長 

伊
東 

龍
也

外
科
長 

高
山 

孝
弘

看
護
部

部
長 

岩
見 

兼
子

病
棟
看
護
科

織
田 

初
子

山
縣 

み
ど
り
・
山
本 

明
子
・
中
野 

照
子
・
国
原 

裕
二
・

瀧
下 

満
・
村
上 

深
雪
・
小
濱 

賀
奈
与
・
福
井 

幸
子
・

上
田 

晃
平
・
松
本 

美
沙
子
・
池
野 

弥
生
・
岩
田 

ま
き
子
・

山
根 

美
佐
枝
・
信
本 

恭
子
・
今
井 

加
奈
子
・
桃
谷 

宏
光
・

久
野 

と
も
え
・
丸
本 

江
里
子
・
立
川 

敬
子

外
来
看
護
科

花
岡 

み
ち
子

松
田 

慶
子
・
岡 

弘
子
・
小
蔦 

和
子

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
科

石
部 

恵
美
子
・
横
田 

妙
子
・
白
砂 

道
子

診
療
支
援
部

部
長 

古
賀 

賢
太

放
射
線
科

芳
田 

英
俊

薬
剤
科

蒔
田 

和
佳

臨
床
検
査
科

川
手 

砂
和
子
・
菅
原 

勝

理
学
療
法
科

常
川 

幸
生
・
日
南 

裕
子
・
藤
山 

一
宏
・
平 

健
蔵

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所

雪
田 

和
也

地
域
医
療
連
携
室

専
門
員 

山
崎 

都
志
子

事
業
部

部
長 

山
根 

秀
紀

総
務
係

係
長 

細
川 

敏
樹

藤
川 

弘
治

医
事
情
報
係

係
長 

佐
々
木 

靖
志

◎
北
広
島
町
消
防
本
部　


０
８
２
６-

７
２-

０
１
１
９

消
防
長

一
部 

誠

総
務
課

課
長 

石
井 

雅
宏

総
務
係

（
課
長
兼
務
）

山
下 

稔
・
大
本 

恵
里
・
別
府 

泰
明

消
防
課

課
長 

田
辺 

弘
司

予
防
係

係
長 

野
上 

正
宏

山
田 

徹
・
笠
道 

宏
和
・
山
脇 

和
雄

警
防
係

係
長 

松
本 

浩
二

森 

孝
行

救
急
係

係
長 

加
藤 

孝
士

立
川 

貢

通
信
指
令
係

係
長 

今
知 

克
典

東 

正
治

◎
北
広
島
町
消
防
署

署
長

一
部 

誠

副
署
長

田
辺 

弘
司

本
署

隊
司
令 

大
坪 

司

第
１
隊

隊
長 

土
井 

隆

隊
長 

加
藤 

孝
士

今
﨑 

和
男
・
沖 

保
夫
・
笠
道 

宏
和
・
西
田 

聖
仁
・

大
下 

正
利
・
曽
我
部 

誠
司
・
中
村 

兼
悟

隊
司
令 

松
本 

浩
二

第
２
隊

隊
長 

引
地 

博
文

隊
長 

牧
原 

早
人

立
川 

貢
・
山
下 

稔
・
梅
木 

偉
久
・
山
脇 

和
雄
・

有
田 

俊
一
・
渡
草 

孝
夫
・
越
智 

義
宏
・
中
尾 

正
人

芸
北
出
張
所

所
長 

日
田 

靖
成

副
所
長森

藤 

一
樹

第
１
隊

（
所
長
兼
務
）

瀧
川 

利
夫
・
箕
牧 

功
治
・
植
木 

亨

第
２
隊

（
副
所
長
兼
務
）

藤
井 

文
典
・
隅
田 

雅
之
・
中
村 

英
信

大
朝
出
張
所

所
長 

原
嵜 

昇

副
所
長福

田 

雄
宏

第
１
隊

（
所
長
兼
務
）

花
木 

敏
彦
・
斎
藤 

幸
男
・
吉
田 

伸
也

第
２
隊

（
副
所
長
兼
務
）

岡
本 

和
馬
・
大
屋 

逸
人
・
渡
辺 

筆

豊
平
出
張
所

所
長 

立
川 

学

副
所
長宗

下 

雅
弘

第
１
隊

（
所
長
兼
務
）

芳
邦 

光
也
・
今
本 

秀
智
・
前
﨑 

貴
正

第
２
隊

（
副
所
長
兼
務
）

西
原 

敏
幸
・
友
田 

秀
治
・
下
西 

幸
典

Creative & Challenge in fiscal year 2010平成 22 年度

創造と挑戦
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◎
退
職
（
３
月
31
日
付
）

加
藤 

一
三

会
計
管
理
者

平
田 

敏
春

豊
平
支
所
長

室
坂 

時
子

豊
平
支
所
自
治
振
興
課
長

吉
田 
修
三

豊
平
病
院
事
務
部
長

黒
井 

信
壮

大
朝
支
所
産
業
建
設
課
長

高
橋 

鋼
次

税
務
課
長

清
水 

孝
基

福
祉
課
長

花
ノ
木 

正
典

総
務
課
長

森
脇 

誠
悟

企
画
課
長

二
井
川 

明
美

大
朝
保
健
セ
ン
タ
ー
専
門
員

宮
本 

健
司

芸
北
支
所
自
治
振
興
課
課
長
補
佐

板
垣 

友
子

豊
平
病
院
医
師

山
神 

照
子

豊
平
病
院
主
任
准
看
護
師

社 

武
次

消
防
署
消
防
司
令

◎
派
遣
満
了
（
３
月
31
日
付
）

神
川 

義
紀

学
校
教
育
課
課
長
補
佐

小
西 

正
紀

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
次
長

佐
藤 

稔

建
設
課
建
設
調
整
監

三上 瑠衣◉保健課
　約２年前に北広島町へ定住し、こ
のたび職員へ採用していただきま
した。北広島町の多くの魅力に心惹
かれ、町外、県外の方に素晴らしさ
を知ってもらい、住んでみたいと感
じてもらえるよう、経験を積み、お
役に立てるようがんばります。

前迫 航平◉税務課
　私は北広島町で生まれ育ちまし
た。町民の皆様のために働けるこ
とを大変うれしく思っております。
北広島町が元気で活気があり、町
民の皆様が愛着と誇りをもって暮
らせる町になるよう全力を注いで
いきたいと思っております。

藤澤 健次◉町民課
　生まれ育った町の発展に貢献で
きる仕事に従事できることを光栄
に思います。育てていただいた町
に恩返しができるよう懸命に業務
に取り組みたいと思います。受け
身にならず、積極的な姿勢を維持
していきたいと思います。

堀田 健一◉福祉課
　４月から北広島町職員として採
用していただきました。地元で働
くことができ、大変うれしく思っ
ております。職員としての規範を
守り、いち早く仕事を覚えて、一
生懸命がんばっていきたいと思っ
ております。

別府 泰明◉消防本部総務課
　消防士として採用いただいたこ
とを契機に、生活拠点を広島市か
ら北広島町に移します。町民の皆
様が安心して生活できるよう、早
く一人前の消防士になり、地域行
事にも積極的に参加し、北広島町
の一員として努力していきます。

藤井 明美◉学校教育課
　愛媛県で８年間を過ごし、この
春、北広島町に戻ってきました。
広島県内はもとより、県外にも北
広島町をアピールしていけたらと
思っています。１人でも多くの町
民の皆様に自分を覚えていただけ
るようがんばります。

新 規 採 用

chapter 04

人
事
異
動

　

こ
の
た
び
、
次
の
職
員
が
退
職
及

び
派
遣
満
了
と
な
り
ま
し
た
。
町
民

の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
新
た
に
採
用
さ
れ
た
職

員
を
紹
介
し
ま
す
。

新
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◎
退
職
（
３
月
31
日
付
）

加
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一
三

会
計
管
理
者

平
田 

敏
春

豊
平
支
所
長

室
坂 

時
子

豊
平
支
所
自
治
振
興
課
長

吉
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修
三

豊
平
病
院
事
務
部
長

黒
井 

信
壮

大
朝
支
所
産
業
建
設
課
長

高
橋 

鋼
次

税
務
課
長

清
水 

孝
基

福
祉
課
長

花
ノ
木 

正
典

総
務
課
長

森
脇 

誠
悟

企
画
課
長

二
井
川 

明
美

大
朝
保
健
セ
ン
タ
ー
専
門
員

宮
本 

健
司

芸
北
支
所
自
治
振
興
課
課
長
補
佐

板
垣 

友
子

豊
平
病
院
医
師

山
神 

照
子

豊
平
病
院
主
任
准
看
護
師

社 

武
次

消
防
署
消
防
司
令

◎
派
遣
満
了
（
３
月
31
日
付
）

神
川 

義
紀

学
校
教
育
課
課
長
補
佐

小
西 

正
紀

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
次
長

佐
藤 

稔

建
設
課
建
設
調
整
監

　　教職員の
定期人事異動

平成 22 年度の北広島町内の小中学校・

共同調理場などの定期人事異動があり

ました。校長を中心として町民の皆さ

んに信頼される学校づくりに努め、「確

かな学力」「豊かな心」「健やかな体」「信

頼される学校」をめざして、教育活動

を展開していきます。

確かな学力　豊かな心　健やかな体　信頼される学校

■小学校

地域 学校名 校長　(　) は前校 教頭　(　) は前校

芸
北

八幡小学校 平岡 泰俊 （庄原市立小双河小） 沖田 依子

雄鹿原小学校 栗栖 千賀子 由田 広富 （廿日市市立廿日市小）

芸北小学校 菅川 知由 木村 忠由 （本地小）

雲月小学校 林 文麿 （八重小） 深見 直彦

美和小学校 佐々木 香代子 藤野 満 （呉市立広小）

大
朝

大朝小学校 藤田 利昭 向田 滝雄 （熊野町立熊野第四小）

新庄小学校 津田 泰成 （庄原市立粟田小） 甲斐 泰弘

千
代
田

川迫小学校 宮本 早苗 國當 信幸

八重小学校 梶川 史子 岡田 繁男 （三次市立三次小）

八重東小学校 佐々木 昭典 佐々木 良子

壬生小学校 村上 俊二 岡田 常雄

南方小学校 松島 尚志 中原 理恵

本地小学校 神川 義紀 （広島県教育委員会） 葛原 剛

豊
平

豊平南小学校 金田 道紀 多川 牧子 （安芸高田市立刈田小）

豊平西小学校 佐々木 美代子 大下 敏弘 （広島市立福木小）

豊平東小学校 高杉 千賀子 宮川 登 （美和小）

■中学校

地域 学校名 校長　※ ( ) は前校 教頭

芸北 芸北中学校 今田 雄次 三崎 達也 （東広島市立八本松中）

大朝 大朝中学校 河野 妙子 永井 公平 （広島県教育委員会）

千代田 千代田中学校 増田 隆 久川 伸介

豊平 豊平中学校 沖政 長公 沖田 敬治 （廿日市市立吉和中）

＊大朝小学校長は、大朝学校給食共同調理場長を、豊平中学校長は、豊平学校給食センター長を兼務

　

今
年
度
も
プ
レ
ミ
ア
５
％
の
付
い
た

新
型
ユ
ー
ト
を
発
売
し
ま
す
。
１
万
円

分
の
購
入
で
１
万
５
０
０
ユ
ー
ト
に
な

り
ま
す
。

発
売
日

　

平
成
22
年
５
月
10
日
（
月
）
予
定

販
売
額　

１
億
円

販
売
限
度
額

　

お
一
人
様
10
冊
ま
で
（
10
万
ユ
ー
ト
）

ま
で
の
１
回
限
り

利
用
限
度
額

　

50
万
円
（
１
回
の
取
引
（
商
品
）
に

つ
き
）

発
売
窓
口

　

北
広
島
町
商
工
会
本
所
・
各
支
所

発
売
時
間

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

「
新
型
ユ
ー
ト
」
販
売
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プロ顔負けの写真に竹下町長も釘付け。右隣が淀渕可菜さん。

雲月の魅力を一冊の写真集に凝縮
写真集「雲月のたから」が完成

　雲月小学校の淀渕可菜さん（当時５年生）は、「雲

月山の植物の写真集を作りたい」という夢をかな

えるため、広島県の「夢プロジェクト配達人事業」

に応募し選定されました。雲月小学校の子どもた

ちと総合学習の時間を活用して、１年間をかけて

雲月山の自然を撮影した写真集「雲月のたから」

が完成しました。雲月山に生息する植物や生き

物など魅力が盛りだくさん。３月15日には、写真

集を披露するため、竹下町長のもとを訪れました。

「旬・鮮・安」や壬生の花田植をＰＲした冷蔵車の前でテープカット

「かよこ桜」の苗木を手にする児童と田中安次郎代表（右から２番目）

オロチ～火と水への讃
さ ん か

歌～公演

感動を再び。神楽と広響の共演

　「ひろしま夏の芸術祭」で、世界初となる神楽

とオーケストラの共演「オロチ-火と水への讃歌-」

が、３月17日に凱
がいせん

旋公演を行いました。会場とな

った北広島町千代田運動公園総合体育館には、約

１，３００人もの人たちが、神楽とオーケストラの共

演を一目見ようと来場しました。北広島神楽団の

演舞する大蛇が広島交響楽団の奏でる管弦楽に見

事に融合し、息の合ったすばらしい舞台を繰り広

げ、壮大な雰囲気に会場内は、緊張感が漂いました。

「かよこ桜・親子桜を広める会」
豊平南小学校へ桜苗木を贈呈

　豊平南小学校では、平和学習の一環で長崎市で

被爆死した林嘉代子さん（当時15歳）をテーマに

合唱曲「かよこ桜」を練習していました。この取り

組みを知った「かよこ桜・親子桜を広める会」から、

３月11日、桜の苗木の寄贈があり、記念植樹と「か

よこ桜」の合唱を行いました。会の代表である田

中安次郎さんは、「今日、ここに来ることができて

本当によかった。平和な世界を願いながら、この

桜を大切に育ててください」と話していました。

舞ロードＩＣ千代田に冷蔵車導入
出張産直市へ新鮮野菜を運搬

　最大積載量３トンの冷蔵車が、道の駅舞ロード

ＩＣ千代田に導入されました。舞ロードでは、一

昨年11月から広島市で定期的に出張産直市を開

始。今では１日の平均売り上げが40万円を超える

など好調で、週４か所で出張販売中です。冷蔵車

の稼働により、野菜などの運搬上の労力や品質管

理の問題も解消。３月17日にあった披露の式で、

出荷者代表の山本寿一さん（木次）は、「夏場で

も新鮮なものを提供できる」と喜んでいました。

勇壮な舞、神楽ばやしとオーケストラの音響が見事に融合しました。
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式典の終わりに記念撮影。皆さん笑顔があふれています。

60歳を迎え、「同年会」を開催
親睦を深め仲間・地域づくり

　大朝地域では、平成７年から60歳を迎えた方

の還暦のお祝いと、地域で暮らす同じ年齢の方

が一堂に会して親
しんぼく

睦を深め、仲間づくり、地域

づくりのきっかけになるよう「同年会」を開催

しています。今回は２月20日に研修宿泊センタ

ー「グリーンヒルおおあさ」で開かれ、30名の

同年者が参加しました。当日は同年者の皆さん

が式典を運営。まだまだ人生これから！皆さん

の笑顔から夢と希望があふれています。

冬の芸北でスキー交流を行い、冷えた体を温めました。

越知小と芸北地域の小学校交流
楽しかったよ！冬の芸北満喫

　昭和8年に高知県出身の牧野富太郎博士が、

八幡高原に植物採集のため訪れたことがきっか

けで始まった高知県越
お ち

知町と芸北地域の小学校

５年生との交流会を２月19日、20日に行いま

した。自然豊かな両町の環境を再認識し、大切

に守り育てる意識を養うために子どもたちの親

善交流を図るものです。参加した越知小学校の

子どもたち３名から、心温まるメッセージが届

きましたので右に紹介します。

　先日は、高知県越知町と広島県北広島町芸北との交流
でお世話になり、大変ありがとうございました。そりあ
そびは、いろんなそりの乗り方があって、とっても楽し
めました。かぐらは思った以上にものすごいはく力で、
すごかったです。スキーは生まれて初めてだったので、
初めのうちはたくさんこけたけど、だんだん上手にすべ
れるようになって、うれしかったです。２日間という短
い間でしたが、お世話になり、ありがとうございました。

（５年Ｂ組／織田木野香）

　２月の 1� 日、�0 日に芸北に行きました。広島県内に
なると、辺り一面雪だったんで大こうふんしました。歓
げいセレモニーの場所に行くと芸北の人たちがずらりと
イスにすわっていたのですごくきんちょうしました。班
に固まって自己紹介する時はどきどきしたけれど、ちゃ
んと言えました。そり遊びではいろいろな乗り方ができ
ました。予定より少し早くかぐらを見ました。すごくは
く力がありました。２日目はスキー教室がありました。
うまくすべれなかったけれど、楽しかったです。閉会式
では少しさびしくなりました。

（５年Ａ組／片岡倫彦）

　金、土（２日間）広島県芸北に行きました。そり遊び
とスキーをしました。１日目は、班にわかれて、そり遊
びをしました。（私は５班でした。）せいざをしてすべっ
たり、列になってすべったりして、とても楽しかったです。
そり遊びをした後、神楽を見ました。神楽にはとてもは
く力がありました。一気にむすめを食べるところとか、
へびをたおすところがはく力がありました。２日目、ス
キーをしました。歩く練習をしてから、ちょっと高いと
ころからすべりました。ころんでいたかったです。一番
うれしかったのは、友達ができたことです。めっちゃう
れしかったです。２日間、本当に楽しかったです。あり
がとうございました。

（５年Ｂ組／三浦愛海）

松若寿由静さん（中央）から、発表会の収益金を寄付されました。

松若流直門宗師範松若寿由静さん
収益金を本町福祉事業へ寄付

　「幅広い世代が集まって楽しく、そして自身

の心と体を健康に」をモットーとして活動して

いる、日本舞踊松若流直門宗師範の松若寿由静

さんが、３月27日に広島市の安佐南区民文化

センターにおいて、「松若寿由静艶やか舞 40周

年記念チャリティ発表会」を開催しました。そ

して、「北広島町の福祉に役立ててください」と、

その収益金の寄付がありました。北広島町の福

祉行政に、有効に活用させていただきます。
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Fi
re

fig
hting spirits

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119

住
宅
用
火
災
警
報
器

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に

設
置
が
必
要
で
す
。

◆
林
野
火
災
特
別
警
戒
実
施
中
（
５
月
５
日
ま
で
）

◆
人
事
異
動
に
伴
う
各
種
届
け
出
は
お
早
め
に
！

ホントに役に立つの？

住宅用火災警報器の効果
広島県内での奏功事例を紹介
　手にした人なら分かると思いますが、住宅用
火災警報器は意外と小さく、なんだか頼りなさ
そうな印象かもしれません。「ホントに役に立
つの？」と、不安に感じる方もいるでしょう。
今回は住宅用火災警報器の実力を探るべく、い
くつかのケースで実際に助かった例を紹介して
みます。

ケ
ー
ス
１　

子
ど
も
の
火
遊
び
を
発
見

　

２
階
に
上
が
っ
た
家
人
が
、
警
報
音

を
耳
に
し
、
寝
室
に
入
る
と
タ
ン
ス
の

上
か
ら
炎
が
上
が
っ
て
い
る
の
を
発

見
。
家
族
み
ん
な
で
布
団
や
水
バ
ケ
ツ

で
消
火
し
、
ぼ
や
火
災
で
済
ま
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
原
因
は
子
ど
も
の
火

遊
び
で
し
た
。

（
平
成
21
年
10
月
31
日　

広
島
市
）

ケ
ー
ス
２　

調
理
中
の
う
っ
か
り

　

煮
物
を
調
理
中
に
別
の
用
事
を
思
い

出
し
、台
所
か
ら
離
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

台
所
か
ら
警
報
音
が
鳴
っ
た
。
あ
わ
て

て
台
所
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
、
な
べ
か
ら

炎
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
な
べ
を
焦

が
し
た
だ
け
で
、
火
事
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

（
平
成
21
年
12
月
５
日　

江
田
島
市
）

ケ
ー
ス
３　

隣
の
火
事
を
発
見

　

ア
パ
ー
ト
の
住
人
が
、
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
聞
こ
え
る
警
報
音
に
気
が
付

き
、外
に
出
て
見
回
す
と
、同
じ
ア
パ
ー

ト
の
留
守
宅
か
ら
煙
が
出
て
い
る
の
を

発
見
。
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
し
、
同

じ
ア
パ
ー
ト
に
住
む
３
世
帯
４
名
が
無

事
避
難
で
き
ま
し
た
。
発
見
が
早
か
っ

た
た
め
全
焼
と
は
な
ら
ず
、
ぼ
や
火
災

で
済
み
ま
し
た
。

（
平
成
21
年
10
月
31
日　

広
島
市
）

いざというときに頼
りになる住宅用火災
警報器。早めの設置
をお勧めします。

「共同購入でまとめて設置」こんな地域もあります。
　

「
設
置
が
必
要
な
の
は
わ
か
る
。
し

か
し
、
高
齢
者
の
家
庭
で
は
購
入
と
設

置
が
難
し
く
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
引

っ
か
か
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
ど
う
せ
設
置
す
る
な
ら
、
み
ん

な
で
ま
と
め
て
購
入
す
る
こ
と
で
、
値

段
を
安
く
し
て
も
ら
い
、
地
域
全
体
に

設
置
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。」

　

こ
の
よ
う
に
語
る
の
は
、
川
戸
自
主

防
災
会
で
会
長
を
し
て
い
る
織
田
堅
さ

ん
。

　

昨
年
８
月
、
川
戸
地
区
全
域
と
蔵
迫

地
区
の
一
部
に
、
そ
の
必
要
性
を
訴
え

た
と
こ
ろ
、
１
４
６
世
帯
の
賛
同
を
得

て
３
４
８
個
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

ま
と
め
て
購
入
し
ま
し
た
。
購
入
は
で

き
る
が
高
い
場
所
へ
の
設
置
は
で
き
な

い
と
の
意
見
も
あ
り
、
設
置
を
希
望
さ

れ
た
30
世
帯
に
は
、
地
元
の
消
防
団
員

と
行
政
区
長
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
設
置

を
頼
み
、
平
成
21
年
12
月
に
は
各
家
庭

に
設
置
を
完
了
。
警
報
器
の
追
加
購
入

や
消
火
器
の
取
り
替
え
な
ど
の
要
望
に

も
、
地
域
で
対
応
し
て
い
こ
う
と
す
る

意
見
も
出
る
な
ど
、「
地
域
全
体
の
防

火
の
意
識
が
高
ま
っ
た
。」
と
、
織
田

さ
ん
は
、
こ
の
共
同
購
入
を
通
じ
て
感

じ
て
お
ら
れ
ま
す
。

川戸自主防災会会長
織田 堅さん（72 歳）

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報



◎
北
広
島
町
情
報
基
盤
整
備
工
事

　
　

（
２
期
）
工
期
延
長
に
つ
い
て

　

北
広
島
町
情
報
基
盤
工
事
の
工
期
が

平
成
22
年
４
月
30
日
に
延
長
に
な
り
ま

し
た
。

　

保
安
器
の
設
置
工
事
が
遅
れ
る
こ
と

に
な
り
宅
内
配
線
工
事
に
影
響
し
ま
す

が
、
工
事
が
順
次
完
了
す
る
地
域
別
の

情
報
を
宅
内
工
事
登
録
店
に
提
供
し
て

ス
ム
ー
ズ
な
宅
内
工
事
を
図
り
ま
す
。

　

工
期
の
延
長
に
伴
い
サ
ー
ビ
ス
は
、

テ
レ
ビ
の
再
送
信
及
び
自
主
放
送
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
順
次
工
事

が
完
了
し
た
地
域
か
ら
部
分
供
用
開
始

を
行
い
ま
す
。
７
月
１
日
に
は
、
音
声

お
知
ら
せ
・
加
入
者
間
無
料
電
話
・
多

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
含
め
て
の
全
サ
ー
ビ
ス

開
始
に
は
、
影
響
あ
り
ま
せ
ん
の
で
御

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
宅
内
工
事
の
依
頼
は

　
　
　
　
　

お
済
み
で
し
ょ
う
か

　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
は
保
安
器
の
設
置

が
完
了
し
た
だ
け
で
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。

　

宅
内
工
事
が
完
了
し
て
保
安
器
に
繋

ぎ
込
ん
で
は
じ
め
て
サ
ー
ビ
ス
利
用
で

き
ま
す
。

　

宅
内
工
事
は
、
町
が
行
っ
た
講
習
会

を
受
講
し
た
宅
内
工
事
登
録
店（
27
店
・

平
成
22
年
４
月
現
在
）
で
あ
れ
ば
、
ど

こ
で
も
依
頼
す
る
事
が
で
き
ま
す
が
、

登
録
店
以
外
の
業
者
や
個
人
で
工
事
す

る
こ
と
は
、
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
宅

内
工
事
完
了
後
「
利
用
開
始
届
」
を
提

出
い
た
だ
い
た
後
に
発
生
し
ま
す
。

　

ま
た
、
宅
内
工
事
の
費
用
は
工
事
の

施
工
方
法
等
に
よ
り
差
が
あ
り
ま
す
。

　

工
事
内
容
を
十
分
ご
確
認
の
上
、
ご

依
頼
く
だ
さ
い
。

◎
宅
内
工
事
の
内
容
に
つ
い
て

　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
の
配
線
は
同
軸

ケ
ー
ブ
ル
（
５
Ｃ
Ｆ
Ｂ
以
上
の
性
能
を

有
す
る
も
の
）
で
お
こ
な
う
事
を
推
奨

し
ま
す
。（
通
信
線
《
加
入
者
間
無
料

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
》
は
必
須
）

　

Ｔ
Ｖ
・
音
声
お
知
ら
せ
端
末
に
つ
い

て
は
既
存
の
部
材
を
宅
内
工
事
店
で
調

査
し
た
結
果
、
利
用
で
き
る
と
判
断
し

た
場
合
は
使
用
で
き
ま
す
の
で
希
望
さ

れ
る
場
合
は
宅
内
工
事
登
録
店
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※平成 23 年 7 月まではアナログ放送も送信します。
( ＶＨＦ帯での送信となります。)

※きたひろネット専用チャンネルはデジタル 11ch
のみの放送となります。

※音声お知らせ端末は TV と同じ配線に繋げるこ
とになります。

きたひろネットセンター

０８２６－７２－７４４７
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明
治
�
大
正
生
�
�
�
�
元
気
�
�
�

� 

元
気
�
秘
�
�
�
何
� 

�

　

吉
木
の
舛
田
ツ
ギ
�
さ
ん
は
、

大
正
８
年
生
ま
れ
の
91
歳
。
20

歳
で
結
婚
さ
れ
吉
木
に
住
ん
で
、

は
や
70
年
。
若
い
頃
は
、
市
内

の
病
院
で
家
政
婦
を
し
て
い
た

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
今
は

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
サ
ロ
ン

や
高
齢
者
学
級
が
何
よ
り
の
楽

し
み
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

野
球
と
相
撲
の
大
フ
ァ
ン
で
す

が
、
主
治
医
の
先
生
か
ら
「
あ

ま
り
興
奮
し
て
見
な
い
よ
う
に
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
。
野
球
は
も

ち
ろ
ん
�
ー
プ
フ
ァ
ン
、
相
撲

は
琴
欧
洲
が
ひ
い
き
で
す
。
舛

田
さ
ん
の
元
気
の
秘
け
つ
は
、

毎
日
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る

こ
と
と
、
青
も
の
、
赤
も
の
、

白
も
の
の
３
色
を
取
り
そ
ろ
え

た
食
事
を
３
度
３
度
決
ま
っ
た

時
間
に
と
る
こ
と
で
す
。
朝
の

バ
ナ
ナ
入
り
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
欠

か
せ
な
い
元
気
の
源
で
す
。
漬

物
を
つ
け
る
の
も
と
て
も
上
手

で
、
白
菜
漬
を
お
土
産
に
い
た

だ
き
ま
し
た
。（
お
袋
の
味
で
し

た
。）

　

（
取
材
�
ま
め
マ
�
き
た
ひ
ろ
し
ま
）

◎
公
共
施
設
な
ど
全
面
禁
煙
に

　

２
月
25
日
、
厚
生
労
働
省
か

ら
多
く
の
人
が
利
用
す
る
施
設

を
原
則
、
全
面
禁
煙
に
す
る
通

知
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
通
知
は
、
た
ば
こ
を
吸

わ
な
い
人
が
、
他
人
の
た
ば
こ

の
煙
を
吸
わ
さ
れ
、
健
康
に
悪

影
響
が
生
じ
る
「
受
動
喫
煙
」

を
防
�
た
め
に
出
さ
れ
た
も
の

で
す
。
ま
だ
法
的
罰
則
規
定
は

■全面禁煙を求められた施設
学校・体育館・病院・官公庁・社会福祉
施設・金融機関・パチンコ店などの娯楽
施設・百貨店・飲食店・駅やバスターミ
ナルなどの公共交通機関・集会所や職場
の事務所・ホテルや旅館など

■町内集会所の喫煙環境の改善状況（％）

建
物
内
禁
煙

6.4

28.2

13.8
19.8

11

30.5

4.6
10.7

52.2

10.7

喫
煙
場
所
の
み

集
会
中
禁
煙 自

主
的
に
屋
外

自
由
に
喫
煙

■ 19 年度　■ 21 年度

あ
り
ま
せ
ん
が
、
分
煙
か
ら
全

面
禁
煙
へ
と
大
き
く
動
き
出
し

て
い
ま
す
。

　

北
広
島
町
で
は
、
健
康
増
進

計
画
「
ま
め
マ
�
き
た
ひ
ろ
し

ま
」
の
推
進
活
動
で
、
地
域
の

集
会
所
の
喫
煙
環
境
の
改
善
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
建
物
内

禁
煙
に
さ
れ
る
な
ど
、
３
年
前

に
比
べ
て
多
く
の
集
会
所
に
お

い
て
改
善
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

家
庭
で
�
職
場
で
�
地
域
で
�

受
動
喫
煙
を
防
�
ま
し
ょ
う
�

　

「
ま
め
�
�
き
た
ひ
ろ
し
ま
」
で
は
、
庁
舎
を
始
め
と
し
た
公

共
施
設
の
全
面
禁
煙
を
進
め
て
い
ま
す
。
受
動
喫
煙
被
害
�
ロ
を

目
指
し
て
、今
後
一
層
の
喫
煙
環
境
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◎
喫
煙
環
境
の
改
善
を
図
�
う

　

受
動
喫
煙
の
防
止
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
分
煙
で
は
効
果
が
少

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
喫
煙
室
の
ド
ア
を
開
け
閉

め
す
る
た
び
に
煙
が
外
に
漏
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
完
全
分
煙

の
喫
煙
室
は
、
内
部
を
陰
圧
に

し
た
り
、
喫
煙
室
に
向
か
う
風

の
強
さ
を
毎
秒
0.2
�
以
上
に
す

る
よ
う
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

受
動
喫
煙
被
害
を
ゼ
ロ
に
す
る

に
は
、「
建
物
内
禁
煙
」
に
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

槇原 良作さん（苅屋形）
槇原さんは、禁煙外来を利
用して、３か月経ちました。
喫煙歴は 50 年余り。喫煙中
は吸ってはいけないところ
で吸って、恥ずかしい思い
をしたこともあるそうです。
以前から、いつか禁煙しよ
うと思っていたそうですが、
今年の１月６日に自分の健
康のため、家族のため、禁
煙を決意されたそうです。

◎
自
分
・
家
族
の
た
�
に
禁
煙

　

た
ば
こ
が
止
め
ら
れ
な
い
大

き
な
原
因
は
、
ニ
コ
チ
ン
依
存

症
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
ん
な
方
は
、
禁
煙
外
来
を
利

用
す
る
と
楽
に
禁
煙
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
医
療
保
険
が
適

応
で
き
る
禁
煙
外
来
は
、
町
内

に
は
雄
鹿
原
診
療
所
、
１
か
所

だ
け
で
す
が
、
禁
煙
を
支
援
し

て
い
る
医
療
機
関
は
町
内
に
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
禁
煙
を
思

い
立
っ
た
ら
、
ま
ず
は
主
治
医

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　康
通
健

信

Healthy
Communication

第 61 回

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
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・
年
金

保
険

き
た
ひ
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■
肝
臓
週
間

　

５
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
は
、
肝
臓

週
間
で
す
。
肝
炎
に
つ
い
て
の
治
療
は
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
除
去
を
図
る
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ロ
ン
療
法
や
肝
細
胞
の
破
壊
ス

ピ
ー
ド
を
抑
え
る
肝
庇ひ

ご護
療
法
な
ど
急

速
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
今

ま
で
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
検
査

を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
総
合
・
巡
回
健
康
診
査
に
お
い
て
、

無
料
で
検
査
が
で
き
ま
す
。

○
広
島
県
で
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
無

料
検
査
を
受
託
医
療
機
関
で
実
施
し

て
い
ま
す
。（
無
料
検
査
の
で
き
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
保
健
課
ま

た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　
　

保
健
課
健
康
増
進
係

　
　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

■
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
月
間

　

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
庭
先
な
ど

で
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
私
た
ち
を
和

ま
せ
て
く
れ
る
け
し
に
は
、
植
え
て
は

い
け
な
い
種
類
が
あ
り
ま
す
。
植
え
て

も
良
い
け
し

は
、「
ひ
な
げ

し

」、「

お

に

げ
し
」、「
あ
ざ

み
げ
し
」
な

ど

で
、

全

体

に
毛
が
多
く

生
え
て
い
ま

す
。
反
対
に
植

え
て
は
い
け
な
い
け
し
に
は
、
毛
は
ほ

と
ん
ど
無
く
、
葉
や
茎
は
白
っ
ぽ
い
緑

色
を
し
て
お
り
、
茎
は
太
く
、
葉
が
茎

を
巻
き
込
む
よ
う
に
し
て
つ
い
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
大
麻
は
、
昔

か
ら
「
あ
さ
」
と
呼
ば
れ
、
繊
維
や
種

子
を
採
る
た
め
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
麻
薬
成
分
を
含
み
、
マ

リ
フ
ァ
ナ
や
ハ
シ
ッ
シ
ュ
な
ど
に
悪
用

さ
れ
る
た
め
一
般
に
は
栽
培
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
植
え
て
は
い
け
な
い
け

し
や
大
麻
を
栽
培
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
け
し
の

見
分
け
方
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と

や
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
や
大
麻
を

見
か
け
た
と
き
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

保
健
課
健
康
増
進
係

　
　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

■
平
成
22
年
度
介
護
保
険
料

　

平
成
22
年
度
の
所
得
段
階
別
の
介
護

保
険
料
額
は
、
平
成
21
年
度
の
保
険
料

と
同
額
に
な
り
ま
す
が
、
介
護
保
険
料

は
前
年
の
所
得
状
況
で
段
階
を
決
定
す

る
た
め
、
前
年
の
所
得
に
変
動
が
あ
っ

た
方
は
保
険
料
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

◎平成 22 年度所得段階別介護保険料

所得段階 対象者 保険料率 年額保険料

第１段階 町民税非課税世帯で、生活保護・老齢福
祉年金受給者の方

基準額
× 0.5 27,120 円

第２段階 町民税非課税世帯で、合計所得金額と課
税年金収入額の合計が 80 万円以下の方

基準額
× 0.6 32,544 円

第３段階 町民税非課税世帯で、第２段階対象者以
外の方

基準額
× 0.75 40,680 円

第４段階
（特例）

町民税課税世帯で、被保険者本人が町民
税非課税かつ合計所得金額と課税年金収
入額の合計が 80 万円以下の方

基準額
× 0.85 46,104 円

第４段階 町民税課税世帯で、被保険者本人が町民
税非課税の方

基準額
× 1.0 54,240 円

第５段階 被保険者本人が町民税課税で、合計所得
金額が 125 万円未満の方

基準額
× 1.15 62,376 円

第６段階 被保険者本人が町民税課税で、合計所得
金額が 125 万円以上 200 万円未満の方

基準額
× 1.25 67,800 円

第７段階 被保険者本人が町民税課税で、合計所得
金額が 200 万円以上 400 万円未満の方

基準額
× 1.5 81,360 円

第８段階 被保険者本人が町民税課税で、合計所得
金額が 400 万円以上の方

基準額
× 1.75 94,920 円

ま
す
。（
平
成
22
年
度
の
保
険
料
が
決

定
す
る
の
は
７
月
に
な
り
ま
す
。）
な

お
、
平
成
21
年
度
介
護
報
酬
の
改
定
に

よ
る
保
険
料
上
昇
分
に
つ
い
て
は
、
平

成
21
年
度
か
ら
23
年
度
の
３
年
間
、
そ

の
半
額
を
国
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
　

保
健
課
介
護
保
険
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
５
３
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■
国
保
の
届
出　

お
忘
れ
な
く

　

春
は
、
引
越
し
や
就
職
な
ど
人
の
動

き
の
多
い
時
期
で
す
。
次
の
よ
う
な
と

き
に
は
、
国
保
の
届
出
が
必
要
で
す
。

国
保
の
窓
口
に
手
続
き
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

○
国
保
に
加
入
す
る
と
き

①
職
場
の
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く

な
っ
た
と
き

②
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

③
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

④
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

＊
届
出
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、
国
保
に

加
入
す
る
資
格
が
で
き
た
月
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
、
さ
か
の
ぼ
っ
た
部
分
の
保
険
税

も
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
保
の
資
格
が
な
く
な
る
と
き

①
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

②
他
の
市
区
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

③
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き

④
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
と
き

＊
届
出
が
無
い
場
合
、
継
続
し
て
国
保

に
加
入
し
て
い
る
状
態
に
な
り
、
保

険
税
も
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　

町
民
課
国
保
年
金
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
５
４

■
平
成
22
年
度
慰
霊
巡
拝

　

政
府
は
、
旧
主
要
戦
域
と
な
っ
た
陸

上
や
、
遺
骨
収
集
の
望
め
な
い
海
上
な

ど
に
お
け
る
戦
没
者
を
対
象
と
し
て
、

遺
族
の
要
望
に
こ
た
え
る
た
め
、
慰
霊

巡
拝
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
巡
拝
地

域
は
、
旧
ソ
連
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、

硫
黄
島
（
い
お
う
と
う
）
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺

族
（
配
偶
者
、父
母
、子
、兄
弟
姉
妹
）
で
、

都
道
府
県
の
推
薦
者
の
中
か
ら
、
健
康

状
態
が
良
く
、
参
加
経
験
の
な
い
方
を

優
先
し
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
巡
拝
の
時

期
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　

福
祉
課
福
祉
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
５
１

　
　

各
支
所
自
治
振
興
課

■
下
水
道
の
供
用
開
始

　

千
代
田
地
域
に
お
い
て
、
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
に
下
水
道
工
事
が
完
成

し
た
寺
原
地
区
（
八
重
２
区
の
一
部
）、

春
木
地
区
（
八
重
７
区
・
８
区
の
一
部
）、

蔵
迫
地
区
（
川
迫
３
区
の
一
部
）
に
つ

い
て
、
４
月
１
日
か
ら
供
用
開
始
に
な

り
、
下
水
道
へ
の
接
続
が
可
能
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
下
水
道
へ
の
積
極
的
な

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

上
下
水
道
課
下
水
道
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
６
１

■
合
併
処
理
浄
化
槽
に
関
す
る
補
助
金

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
今
年
度
、
設

置
希
望
の
あ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

○
補
助
金
限
度
額

○
補
助
対
象

①
北
広
島
町
在
住
者
ま
た
は
定
住
予
定

者
が
、居
住
を
目
的
と
す
る
住
宅
（
店

舗
等
を
併
設
す
る
も
の
を
含
む
）
に

設
置
す
る
も
の
。

②
個
人
（
事
業
系
を
除
く
）
が
設
置
す

る
も
の
。

○
補
助
対
象
外

人槽区分 補助限度額 住宅の形態等による区分

５人槽 554,000 円 延 べ 床 面 積 130 ㎡ 未
満

７人槽 679,000 円 延 べ 床 面 積 130 ㎡ 以
上

10 人槽 888,000 円
浴室及び台所等が２か
所以上の２世帯住宅

＊延べ床面積とは、各階の床面積を合計したもの
です。（車庫、倉庫、蔵などは除きます。）

＊単独処理浄化槽（設置後 20 年以内）を有する
場合の専用住宅などに係る補助金額は、上記に
９万円を加えた額とします。

＊人槽区分は、店舗等を併設する住宅にあっては、
当該併設する部分を除いた住宅部分に対する床
面積から算出したものとします。

①
浄
化
槽
法
第
５
条
第
１
項
に
基
づ
く

設
置
の
届
出
の
審
査
ま
た
は
建
築
基

準
法
第
６
条
第
１
項
に
基
づ
く
確
認

を
受
け
ず
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
も
の
。

②
公
共
下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水
事

業
で
、
供
用
開
始
及
び
認
可
区
域
に

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

③
販
売
目
的
で
合
併
処
理
浄
化
槽
付
き

の
住
宅
を
建
築
す
る
も
の
。

④
町
税
ま
た
は
町
施
設
の
使
用
料
な
ど

を
滞
納
し
て
い
る
も
の
。

⑤
住
宅
を
借
り
て
い
る
者
で
、
賃
借
人

の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
も
の
。

○
申
請
及
び
交
付

　
　

上
下
水
道
課
下
水
道
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
６
１

　
　

芸
北
支
所
産
業
建
設
課

　
　


０
８
２
６ - 

３
５ - 

０
１
１
１

　
　

大
朝
支
所
産
業
建
設
課

　
　


０
８
２
６ - 

８
２ - 

２
２
１
１

　
　

豊
平
支
所
産
業
建
設
課

　
　


０
８
２
６ - 

８
３ - 

１
１
２
２

【千代田地域】

受付期間 ５月６日
～ 31 日

交付決定 ７月１日
以降

【芸北・大朝・豊平地域】

受付期間 随時

交付決定 随時

＊千代田地域での受付に
ついては、10 基を予定
しています。申し込み
者が多数の場合は、抽
選になる場合がありま
すのでご了承ください。

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報
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消費生活クイズ④

エステの契約を執拗に迫られて、
契約してしまったら…

【問題】
　街中で声をかけられ、エステ無料体験
コース実施中という誘い文句につられて
サロンを訪れた。無料体験コース終了後、
サービスの説明が始まり、はじめは断っ
ていたが長時間のしつこい説得に疲れて
高額で長期間の契約をしてしまった。解
約したいと思うが、正しいのは次のうち
どれでしょう？

Ａ　エステティックサービスにクーリン
グ・オフは適用されないので諦めるし
かない。

Ｂ　エステティックサービス自体はクー
リング・オフできるが、一緒に契約し
た健康商品は未開封であっても返品で
きない。

Ｃ　クーリング・オフの期間が過ぎてい
ても中途解約が可能で、解約料や既払
金などの清算方法も法律で定められて
いる。

【答え】「Ｃ」
　エステティックサービスはクーリン
グ・オフの対象になり８日間以内なら無
条件解約できます。また、クーリング・
オフの期間が過ぎていても総額５万円を
超える契約であ
れば中途解約が
できます。エス
テの他に中途解
約ができる業種
は、語学教室・
パソコン教室・
学習塾・家庭教
師・結婚相手紹
介サービスがあ
ります。

費者トラブル

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５-１）

　０８２６ - ７２ - ５５７１［相談室専用］
　０８２６ - ７２ - ５０２０
　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～ 12 時 ・ 13 時～ 16 時

Stop 消 平成 �� 年度狂犬病予防注射と定期登録

　「狂犬病予防法」により、犬の登録と年１回の狂犬病
予防注射が義務付けられています。犬を新たに飼い始め
た場合は（子犬は生後 90 日を過ぎたら）、30 日以内の
登録が必要です。平成 22 年度の狂犬病予防注射・犬の
定期登録は、次のとおりです。

○日程及び問い合わせ先

大　朝 ５月  ６日（木）
７日（金）

大朝支所自治振興課
０８２６- ８２- ２２１１

千代田 ５月 12 日（水）
～ 14 日（金）

町民課環境管理室
０８２６- ７２- ０８５４

芸　北 ５月 20 日（木）
21 日（金）

芸北支所自治振興課
０８２６- ３５- ０１１４

豊　平 ６月  ２日（水）
３日（木）

豊平支所自治振興課
０８２６- ８３- １１２２

＊詳しくは、ハガキ・回覧文書をご確認ください。
　また、町内の動物病院では１年を通して行っています。

○料金

区分 注射のみ 新規登録・注射

登録料 － 3,000 円

予防注射料 2,500 円 2,500 円

注射済票交付料 550 円 550 円

合計 3,050 円 6,050 円

他人に迷惑をかけたり危害を加えることのないよう気を
つけましょう。

犬の放し飼いの禁止 >>>
　「広島県動物愛護管理条例」において、犬の放し飼い
は禁止されています。少しの時間だから、早朝や夕方の
散歩の代わりに…そんな理由で犬を放していませんか？
うちの犬は悪いことしないから…と思っているのは飼い
主さんだけかもしれません。犬が交通事故にあったり、
人に迷惑をかけたりしないように、犬は必ずつないで飼
いましょう。

散歩をするときのルール >>>
　公園・道路・河川敷など公共の場所や他人の土地にフ
ンを放置して、近隣住民の方に迷惑をかけないように、
必ずフンの後始末をしましょう。

飼い犬の死亡、所在地・飼い主の変更 >>>
　飼い犬が死亡したときなどには、届出が必要です。町
民課または各支所自治振興課へ届出をしてください。

犬・猫の引き取り日程 >>>
　平成 22 年４月１日以降の犬・猫の引取日及び場所は
次のとおりです。印鑑をお持ちの上、時間厳守でお越し
ください。

（月２回 第２・第４木曜日）

豊平支所 １１：５０

本庁 １３：４０

（月１回 第１金曜日）

芸北支所 １１：３０

大朝支所 １３：２０

問 町民課環境管理室
０８２６ - ７２ - ０８５４

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報
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祉
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保
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ひ
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ネ
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消
防
・
防
災

生
活
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環
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ス
ポ
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保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

■
農
振
の
除
外
・
編
入
等

　

町
で
は
、
農
業
の
振
興
と
優
良
農
地

確
保
の
た
め
に
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
を
整
備
し
、
農
業
の
た
め
に
使
う

土
地
を
「
農
用
地
区
域
」
と
し
て
定
め

て
い
ま
す
。
農
用
地
区
域
内
に
あ
る
田

･

畑
・
牧
草
地
な
ど
は
、
農
業
を
す
る

た
め
の
土
地
と
し
て
農
業
関
係
施
策
を

総
合
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
所

定
の
手
続
き
を
し
な
い
で
宅
地
や
資
材

置
場
な
ど
農
業
以
外
の
用
途
に
使
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
農
振
農
用
地
区
域

内
の
農
地
を
転
用
す
る
場
合
に
は
、
ま

ず
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
農
振
除
外
を
す

る
た
め
に
は
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
農
地
以
外
に
使
う
計
画
が
明
確
で
あ

り
、
他
に
代
替
す
べ
き
土
地
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
。

②
農
用
地
の
集
団
化
、
農
作
業
の
効
率

化
そ
の
他
土
地
の
農
業
上
の
効
率
的

か
つ
総
合
的
な
利
用
に
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

③
た
め
池
、
用
排
水
施
設
等
土
地
の
保
全

又
は
利
用
上
必
要
な
施
設
の
機
能
に

支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

④
土
地
改
良
事
業
等
の
公
共
事
業
の
受

益
地
に
つ
い
て
は
、
工
事
完
了
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
８
年
を
経
過
し

て
い
る
こ
と
。

場
所　

広
島
市
立
中
央
図
書
館

料
金　

無
料

○
講
演
会

講
師

　

第
１
部
「
細
田
民
樹
の
文
学
」

　

岩
崎
文
人 

氏
（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）

　

第
２
部
「
細
田
民
樹
を
語
る
」

　

岡
本
雅
博 

氏
（
細
田
民
樹　

甥お
い

）

日
時　

平
成
22
年
４
月
25
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

広
島
市
立
中
央
図
書
館

定
員　

50
人

料
金　

無
料

　
　

（
申
し
込
み
）

　
　

（
財
）
広
島
市
文
化
財
団

広
島
市
立
中
央
図
書
館

　
　


０
８
２ - 

２
２
２ - 

５
５
４
２

■
広
島
広
域
都
市
圏
カ
ー
プ
共
同
応
援

　

広
島
広
域
都
市
圏
に
よ
る
プ
ロ
野
球

観
戦
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時

　

平
成
22
年
６
月
５
日
（
土
）

　

午
後
２
時
開
始

対
戦
相
手

　

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス　

会
場

　

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

　
　

（
広
島
市
南
区
南
蟹
屋
２-

３-

１
）

募
集
人
数

　

３
０
０
人

　
　

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費

　

３
歳
以
上
、
２
千
５
０
０
円
（
外
野

指
定
席
券
、
弁
当
、
記
念
品
代
を
含
む
。） 

そ
の
他

　

抽
選
で
圏
内
の
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

申
し
込
み

　

小
学
生
以
下
の
場
合
は
、
大
人
の
同

伴
が
必
要
で
す
。
往
復
は
が
き
（
１
枚

に
５
人
ま
で
）
に
、
参
加
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
４
月
22
日
（
木
）（
※
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
広
島
市
役
所
企
画
調
整

部
内
・
広
島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会

（
〒
７
３
０-

８
５
８
６　

住
所
不
要
）

へ
　
　

広
島
市
企
画
調
整
部
内
事
務
局

　
　


０
８
２ - 

５
０
４ - 

２
０
１
６

　

こ
れ
ら
除
外
、
編
入
、
用
途
変
更
の
申

出
を
、
４
月
に
受
け
付
け
ま
す
。農
振
計

画
の
変
更
に
は
、
４
～
５
か
月
の
期
間

を
要
し
ま
す
の
で
、
計
画
を
お
持
ち
の

方
は
、お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

４
月
１
日
～
４
月
30
日

　
　

産
業
課
農
業
振
興
課
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
５
７

■
細
田
民た

み
き
　樹

文
学
展

-

「
真
理
の
春
」
と
故
郷
広
島-

　

細
田
民
樹
文
学
展
を
開
催
し
て
い
ま

す
。父
親
の
郷
里
、
山
県
郡
壬
生
村
（
現

北
広
島
町
壬
生
）
で
育
っ
た
作
家 

細
田

民
樹
（
１
８
９
２-

１
９
７
２
年
）
は
、

「
或あ

る
へ
い
そ
つ

兵
卒
の
記
録
」（
大
正
13
年
）
や
「
真

理
の
春
」（
昭
和
５
年
）
な
ど
の
作
品
で

社
会
に
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

故
郷
に
疎
開
し
、
戦
後
の
復
興
期
に
は

広
島
で
雑
誌
「
中
国
文
化
」
や
「
ぎ
ん
の

す
ず
」へ
も
執
筆
、
そ
の
後
「
広
島
悲
歌
」

な
ど
の
著
書
を
残
し
て
い
ま
す
。
本
展

で
は
、
図
書
資
料
の
ほ
か
、
自
筆
資
料
や

写
真
な
ど
を
展
示
し
、
広
島
ゆ
か
り
の

作
家 

細
川
民
樹
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま

た
、あ
わ
せ
て
講
演
会
も
開
催
し
ま
す
。

○
企
画
展

期
間　

平
成
22
年
４
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

～
５
月
16
日
（
日
）

＊
４
月
30
日
、
５
月
６
日
、
祝
日
以
外

の
月
曜
日
は
休
館

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
交
代

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
次
の
と
お

り
交
代
し
ま
し
た
。

住
所

　

北
広
島
町
川
戸
４
１
０
８

氏
名

　

奥
迫　

譲
治

担
当
地
域

　

川
迫
７
・
８
区

　
　

福
祉
課
福
祉
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
５
１

問

問

問
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Public Relations Kitahiroshima
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アザレアからのお知らせ

千代田地区に 待望のスポーツジムが！

広告

● ４・５・６月の第４土曜日　地産地消バイキング実施 ●

４月より運動公園にスポーツジムを新設しました。
グループ・ご家族・個人の見学を受け付けています。
必ずご予約の上ご来場ください。

アザレア千代田・千代田運動公園
　　  お問い合わせ ０８２６‐７２‐８８２２

人情報コーナー求>>> \\\ 納期限

>>> Human rights 人権フェスタ 2009

>>> Energy saving 省エネのススメ

>>> Population 人口と世帯

>>> Editor's postscript 編集後記

４月 30 日（金）

●国民健康保険税［１期］

＊納付は便利で安心な口座振替で !
＊残高確認をお忘れなく！　

　　北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　    ０８２６‐７２‐０８５６
　   ホームページ http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

あいさつは

未来を創る

第一歩

エコバッグ

地元野菜で

いっぱいに

［３月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,408 人 （－ 73）

    男 9,739 人 （－ 46）

    女 10,669 人 （－ 27）

    世帯数 8,296 世帯 （－ ４）

４月５日現在 届出順

企　　業　　名 募 集 職 種

八剣伝 千代田店 接客業

医療法人 明和会 北広島病院･あけぼの 看護師（正・准）

医療法人社団 慶寿会 千代田中央病院 看護師

ローソン 千代田インター店 店内接客

医療法人社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）、介護職

株式会社エポカフードサービス（アザレア千代田） 調理

医療法人社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師

有限会社 かわすみ 接客、商品管理

特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

有限会社 新見仕出し店 調理補助、販売

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師

株式会社 どんぐり村 接客

北広島町豊平病院 薬剤師

丸二 株式会社 製造

セブンイレブン 千代田インター店 店内接客

株式会社 スミヨシ 接客販売

森脇醤油 製造元 販売、配達、製造補助

特別養護老人ホーム やまゆり 介護職

今井運送 株式会社 普通平ボデー・大型ウイング・大型ユニック運転手

新広島ヤクルト販売株式会社 千代田センター 食品販売

北広島タクシー 株式会社（旧 千代田タクシー） タクシー運転手

日本郵便株式会社可部支店 豊平集配センター 郵便配達

千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 レストラン店長候補、スタート室・ホールスタッフ

西日本高速道路エンジニアリング中国株式会社 北広島農場 農業

株式会社 新宮 広島市場 営業

へんぽこ茶屋 移動販売車での実演販売

ＮＰＯ法人中山間地域まちづくり研究所 事務員（イベントコーディネーター）、特産品の販売促進

株式会社 タカキベーカリー 千代田工場 販売、製造、資材

ヴィードソーイング 縫製

中国木材 株式会社 製材加工要員

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

◆行政組織も新体制となり、１年間一緒に広報

を作ってきた　さんが異動となりました。取材

ノウハウや文章の書き方などいろいろ教わりまし

た。１年間ありがとうございました。そして、こ

れからも助言よろしくお願いします。

◆新しく広報担当になりました。広報について

は一から勉強になりますが、町内各地を取材し

て多くの方を取材したいと思います。どうぞよ

ろしくお願いします。

◆一年間広報担当をさせていただきましたが、

この春の異動で降板することになりました。短

い間でしたが、取材などでいろいろな方にお世

話になりました。ありがとうございました。 細

竹

道

細

問
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高原からの花便り　№63

　

入
学
や
卒
業
、
職
場
の
異
動
な
ど
、
そ
わ
そ

わ
と
し
た
雰
囲
気
が
薄
れ
る
こ
ろ
、
八
幡
高
原

に
も
春
ら
し
い
穏
や
か
さ
が
や
っ
て
き
ま
す
。

遠
目
に
は
変
化
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
山
も
、

中
に
入
り
、
歩
い
て
み
る
と
、
草
花
や
低
木
の

花
が
盛
り
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

ウ
ス
ギ
ヨ
ウ
ラ
ク
は
ツ
ツ
ジ
科
の
落
葉
低

木
で
す
。
ツ
ツ
ジ
科
の
植
物
は
世
界
中
に

３
千
５
０
０
種
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ヨ
ウ

ラ
ク
ツ
ツ
ジ
の
仲
間
は
わ
ず
か
10
種
ほ
ど
し
か

な
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
産
で
す
。
中
で

も
ウ
ス
ギ
ヨ
ウ
ラ
ク
は
本
州
の
西
寄
り
と
徳
島

県
の
ブ
ナ
林
な
ど
の
林
床
に
生
育
し
ま
す
。
芸

北
の
落
葉
樹
林
で
は
珍
し
く
な
い
こ
の
植
物
も
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
少
数
派
の
種し

ゅ

で
す
。

　

ウ
ス
ギ
ヨ
ウ
ラ
ク
は
、
高
木
が
展て

ん

葉よ
う

し
き
る

前
の
明
る
い
中
で
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花
は
淡

い
黄
緑
色
で
、
た
い
て
い
紅
が
差
し
て
い
ま
す
。

色
の
濃
淡
や
紅
の
差
し
方
は
様さ

ま
ざ
ま々

で
、
同
じ
冬

芽
か
ら
出
た
花
で
も
変
異
が
見
ら
れ
ま
す
。
目

立
つ
花
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
５
か
ら
６
個
の

花
が
組
に
な
っ
て
ぶ
ら
下
が
る
姿
は
、
展
葉
し

た
て
の
薄
い
葉
と
相
ま
っ
て
か
わ
い
ら
し
い
美

し
さ
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
薄う

す
ぎ
　黄

瓔よ
う
ら
く珞

の
瓔
珞

と
は
、
仏
像
や
寺
院
を
飾
る
も
の
で
す
が
、
も

と
は
イ
ン
ド
の
貴
族
が
身
に
つ
け
た
装
身
具
だ

そ
う
で
す
。
春
の
ブ
ナ
林
を
控
え
め
に
飾
る
姿

に
は
、
よ
く
合
っ
た
名
前
だ
と
思
い
ま
す
。

　

山
で
観
察
を
す
る
と
、
付
け
根
に
囓か

じ

り
跡
の

あ
る
花
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
ウ
ス
ギ
ヨ
ウ
ラ

ク
は
、
下
を
向
い
て
咲
く
花
に
上
手
に
と
ま
っ

て
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
虫
だ
け
を
、
花
粉

の
運
び
役
と
し
て
選
ぼ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
花
を
囓
っ
て
蜜
だ
け
を
盗
む
虫
が
い
る

よ
う
で
す
。

　

高
木
の
展
葉
が
終
わ
り
、
林
の
緑
が
濃
く
な

る
こ
ろ
に
は
、
ウ
ス
ギ
ヨ
ウ
ラ
ク
の
株
は
生
い

茂
る
緑
に
紛
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
枝
の

先
に
は
長
い
花
柱
を
残
し
た
丸
い
果
実
が
上
を

向
い
て
付
い
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
は
花
が
持
つ

は
か
な
い
雰
囲
気
は
消
え
、
ど
こ
か
頼
も
し
く

も
見
え
ま
す
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）

広
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き
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ひ
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さりげなく春を装う
ウスギヨウラク


